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I N D E X

■ 地区役員挨拶 

336-A地区ガバナー後半期に向かって
〃
〃

336-A地区キャビネット幹事･会計
336-A地区コーディネーター
リジョン･チェアパーソン
お礼文の紹介
ゾーン･チェアパーソン
地区年次大会･チーム･常設委員会
特別寄稿
周年記念式典
認証状伝達式を盛大に開催

表紙 2
1
2

3
4
7
9

10
17
19
21
26

28
表紙 3
表紙 4

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
6-

A
地
区

　
　
地
区
ガ
バ
ナ
ー　

石
井 

淑
雄

■ 情　報 

後
半
期
に
向
か
っ
て

336-A地区会員現況
物故会員･編集後記
第72回 地区年次大会のお知らせ

　
後
半
期
、
坂
出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
更
に
社
会
に

貢
献
で
き
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
を
目
指
し
、
始
動
致
し

ま
し
た
。

　
先
ず
は
普
遍
的
テ
ー
マ
の
再
点
検
で
す
。
ガ
バ

ナ
ー
公
式
訪
問
時
に
お
願
い
し
た
事
項
が
今
ど
の

様
に
進
化
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
否
や
か
で
あ

り
ま
す
。

　
後
半
期
も
多
く
の
ク
ラ
ブ
か
ら
新
会
員
入
会

式
、
ク
ラ
ブ
支
部
結
成
式
、
周
年
の
ご
案
内
を
頂

き
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
支
部
は
な
ん
と
12
支
部
が
誕
生
致
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
支
部
は
将
来
の
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
を
見
据
え
た
大
切
な
卵
で
あ
り
ま

す
。
い
つ
か
、
出
来
れ
ば
早
く
孵
化
し
て
下
さ
れ

ば
本
望
で
す
。
そ
の
為
に
は
Ｌ
Ｃ
が
い
つ
も
輝
い

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
か
ら
求
め
ら

れ
、
感
謝
さ
れ
る
奉
仕
活
動
、
自
信
と
誇
り
に
満

ち
溢
れ
た
Ｌ
Ｃ
を
目
指
し
た
く
存
じ
ま
す
。

　
3
月
23
日
、
北
島
Ｌ
Ｃ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
で
徳
島

み
ら
い
L
Ｃ
が
誕
生
し
ま
し
た
。
6
月
22
日
に
は

坂
出
白
峰
Ｌ
Ｃ
が
、
そ
し
て
6
月
28
日
に
は
志
度

Ｌ
Ｃ
が
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
は
3
3
6
―
Ａ
地
区
に
と
り
ま
し
て

8
年
振
り
で
あ
り
、
3
つ
の
ク
ラ
ブ
の
誕
生
は
ま

さ
に
快
挙
で
あ
り
ま
す
。

　
関
係
者
皆
様
に
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
次
年
度
に
繋
ぎ
た
く

存
じ
ま
す
。

　
一
方
で
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
不
安
定
な

社
会
経
済
に
翻
弄
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
も
生
じ
ま
し

た
。5
つ
の
ク
ラ
ブ
が
高
齢
化
の
故
を
も
っ
て
解
散
、

あ
る
い
は
解
散
の
危
機
に
あ
り
ま
す
。
誠
に
残
念

至
極
で
あ
り
ま
す
。

　
Ｌ
Ｃ
も
企
業
も
全
く
同
じ
で
、
新
し
い
人
が
入

会
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
を
大
切
に
す
る

為
に
は
会
員
拡
大
が
必
須
ア
イ
テ
ム
で
す
。
引
き

続
き
Ｍ
1
・
5
を
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
L
C
I
F
は
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
へ
の
人
道

支
援
で
す
。
今
期
4
4
8
，
0
0
0
ド
ル
が
目
標

で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
5
月
30

日
に
突
破
い
た
し
ま
し
た
。
会
員
各
位
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
又
、
地
区
分
割
に
つ
き
ま
し
て
は
各
リ
ジ
ョ
ン

を
訪
問
し
ご
理
解
に
意
を
尽
く
し
ま
し
た
が
、
未

だ
浸
透
に
至
ら
ず
の
感
で
あ
り
ま
し
た
。
地
区
分

割
の
ワ
ー
ド
を
聞
く
の
が
初
め
て
の
方
も
多
く
、

加
え
て
複
合
地
区
と
は
一
体
何
な
の
か
と
の
問
い

も
あ
り
結
果
は
賛
成
1
、
反
対
2
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
事
は
次
世
代
に
委
ね
ま
す
。

　
更
に
当
た
り
前
の
事
で
す
が
、
友
好
ク
ラ
ブ
と

の
合
同
例
会
、
ゾ
ー
ン
合
同
例
会
、
リ
ジ
ョ
ン
合

同
例
会
等
々
を
盛
ん
に
起
し
、
会
員
間
の
密
度
を

濃
く
し
、
友
情
を
育
み
併
せ
て
個
人
そ
し
て
ク
ラ

ブ
が
問
題
を
解
決
し
、
切
磋
琢
磨
す
る
所
に
進
取

の
気
性
が
生
ま
れ
、
冠
婚
葬
祭
始
め
全
て
が
希
薄

に
な
っ
た
今
の
社
会
を
放
置
す
る
こ
と
な
く
、
今

の
時
代
に
あ
っ
た
地
域
の
結
び
つ
き
を
模
索
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
先
駆
者
が
ラ
イ

オ
ン
ズ
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
4
月
6
日
、
第
71
回
地
区
年
次
大
会
は
1
，

5
1
5
名
の
参
加
登
録
を
頂
き
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

向
さ
ん
は
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
に
、
篠
原
さ
ん
は

次
期
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
そ
し
て
金
谷
さ
ん

は
次
期
第
2
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
誠
に
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。
3
3
6
―

A
地
区
の
弥
栄
を
乞
い
願
い
ま
す
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

構
成
員
の
皆
様
、
大
会
委
員
の
皆
様
、
会
員
の
皆

様
、
そ
し
て
事
務
局
員
さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
7
月
17
日
、
フ
ロ
リ
ダ
オ
ー
ラ
ン
ド
で
向
さ
ん

の
ガ
バ
ナ
ー
就
任
を
祝
福
し
ま
す
。
78
歳
絶
好
調
。
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挙
で
あ
り
ま
す
。

　
関
係
者
皆
様
に
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
次
年
度
に
繋
ぎ
た
く

存
じ
ま
す
。

　
一
方
で
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
不
安
定
な

社
会
経
済
に
翻
弄
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
も
生
じ
ま
し

た
。5
つ
の
ク
ラ
ブ
が
高
齢
化
の
故
を
も
っ
て
解
散
、

あ
る
い
は
解
散
の
危
機
に
あ
り
ま
す
。
誠
に
残
念

至
極
で
あ
り
ま
す
。

　
Ｌ
Ｃ
も
企
業
も
全
く
同
じ
で
、
新
し
い
人
が
入

会
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
を
大
切
に
す
る

為
に
は
会
員
拡
大
が
必
須
ア
イ
テ
ム
で
す
。
引
き

続
き
Ｍ
1
・
5
を
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
L
C
I
F
は
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
へ
の
人
道

支
援
で
す
。
今
期
4
4
8
，
0
0
0
ド
ル
が
目
標

で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
5
月
30

日
に
突
破
い
た
し
ま
し
た
。
会
員
各
位
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
又
、
地
区
分
割
に
つ
き
ま
し
て
は
各
リ
ジ
ョ
ン

を
訪
問
し
ご
理
解
に
意
を
尽
く
し
ま
し
た
が
、
未

だ
浸
透
に
至
ら
ず
の
感
で
あ
り
ま
し
た
。
地
区
分

割
の
ワ
ー
ド
を
聞
く
の
が
初
め
て
の
方
も
多
く
、

加
え
て
複
合
地
区
と
は
一
体
何
な
の
か
と
の
問
い

も
あ
り
結
果
は
賛
成
1
、
反
対
2
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
事
は
次
世
代
に
委
ね
ま
す
。

　
更
に
当
た
り
前
の
事
で
す
が
、
友
好
ク
ラ
ブ
と

の
合
同
例
会
、
ゾ
ー
ン
合
同
例
会
、
リ
ジ
ョ
ン
合

同
例
会
等
々
を
盛
ん
に
起
し
、
会
員
間
の
密
度
を

濃
く
し
、
友
情
を
育
み
併
せ
て
個
人
そ
し
て
ク
ラ

ブ
が
問
題
を
解
決
し
、
切
磋
琢
磨
す
る
所
に
進
取

の
気
性
が
生
ま
れ
、
冠
婚
葬
祭
始
め
全
て
が
希
薄

に
な
っ
た
今
の
社
会
を
放
置
す
る
こ
と
な
く
、
今

の
時
代
に
あ
っ
た
地
域
の
結
び
つ
き
を
模
索
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
先
駆
者
が
ラ
イ

オ
ン
ズ
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
4
月
6
日
、
第
71
回
地
区
年
次
大
会
は
1
，

5
1
5
名
の
参
加
登
録
を
頂
き
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

向
さ
ん
は
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
に
、
篠
原
さ
ん
は

次
期
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
そ
し
て
金
谷
さ
ん

は
次
期
第
2
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
誠
に
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。
3
3
6
―

A
地
区
の
弥
栄
を
乞
い
願
い
ま
す
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

構
成
員
の
皆
様
、
大
会
委
員
の
皆
様
、
会
員
の
皆

様
、
そ
し
て
事
務
局
員
さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
7
月
17
日
、
フ
ロ
リ
ダ
オ
ー
ラ
ン
ド
で
向
さ
ん

の
ガ
バ
ナ
ー
就
任
を
祝
福
し
ま
す
。
78
歳
絶
好
調
。
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㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

昨
年
6
月
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
メ

ル
ボ
ル
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
1
0
6

回
国
際
大
会
に
参
加
、
い
よ
い
よ
坂

出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
船
出
の
瞬
間
を
、

参
加
L
C
メ
ン
バ
ー
と
共
有
し
た
事

を
昨
日
の
事
の
様
に
想
い
だ
さ
れ
ま

す
。

　

帰
国
後
、
7
月
1
日
に
は
第
1

回
坂
出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
局
会
が
ス

タ
ー
ト
、
第
1
回
地
区
名
誉
顧
問
会

議
、
第
1
回
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会

議
、
R
C
・
Z
C
会
議
な
ど
各
種
会

議
が
目
白
押
し
、
8
月
3
日
よ
り

5
R
を
皮
切
り
に
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪

問
が
ス
タ
ー
ト
。
9
月
8
日
に
1
R

を
最
後
に
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
が
終

了
。

　

そ
の
後
、
各
種
周
年
行
事
、
入
会

式
、
例
会
訪
問
に
出
席
、
12
月
か
ら

3
3
6
︱
A
地
区
分
割
に
つ
い
て
再

度
、
各
リ
ジ
ョ
ン
を
3
役
で
訪
問
、

説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
和
を
も
っ
て
義

と
な
す
」。
人
が
喜
ぶ
こ
と
を
行
う

こ
と
を
「
義
」
と
す
る
に
は
「
和
」

す
な
わ
ち
人
の
つ
な
が
り
が
大
切
で

す
。

　

感
想
、
四
国
は
広
い
な
。
そ
の
お

か
げ
で
四
国
の
L
C
の
メ
ン
バ
ー
が
身

近
な
存
在
に
感
じ
ら
れ
た
㆒
年
で
し

た
。

　

3
3
6
︱
A
地
区
の
全
会
員
の
皆

様
へ
感
謝
の
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

㆒
年
間
予
定
表
通
り
に
活
動
す

る
。
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
が
終
わ
る

と
少
し
楽
に
な
る
と
思
っ
て
い
た
が
、

名
誉
顧
問
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
、

周
年
等
々
行
事
が
い
く
ら
で
も
増
え

る
。
今
期
も
３
名
以
上
の
入
会
式
に

例
会
訪
問
す
る
。
５
月
現
在
11
回
の

例
会
訪
問
、
中
で
も
伊
予
土
居
L
C

で
は
５
名
の
入
会
、
６
月
に
５
名
の
入

会
例
会
訪
問
を
行
う
予
定
だ
。
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
も
３
件
あ
り
徳
島
、
坂

出
、
高
松
今
期
ガ
バ
ナ
ー
が
地
区
分

割
の
方
針
を
打
ち
出
す
。
ガ
バ
ナ
ー

公
式
訪
問
時
、
私
が
主
旨
説
明
を

行
っ
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会

議
の
午
前
中
G
A
T
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

３
回
行
っ
た
。

　

３
R
よ
り
12
月
21
日
ガ
バ
ナ
ー
と

の
意
見
交
換
会
の
申
し
出
あ
り
。
こ

の
日
よ
り
３
月
29
日
６
R
と
の
意
見

交
換
会
、
い
わ
ゆ
る
第
２
回
目
の
ガ
バ

ナ
ー
公
式
訪
問
が
行
わ
れ
た
。
ガ
バ

ナ
ー
チ
ー
ム
４
名
で
皆
さ
ん
の
リ
ジ
ョ

ン
に
お
邪
魔
し
て
話
し
合
い
、
そ
し

て
理
解
も
得
ら
れ
た
か
？
４
月
６
日

の
選
挙
結
果
は
皆
さ
ん
の
知
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

今
期
私
が
感
じ
た
事

㆒�

、
R
C
、
Z
C
各
ク
ラ
ブ
隅
々
に
ガ

バ
ナ
ー
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
意
見
を

伝
え
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
よ
い
か
？

㆒�

、
ス
モ
ー
ル
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
必
要

で
は
な
い
か
？

㆒�

、
各
ク
ラ
ブ
と
の
接
点
が
増
え
る
。

（
意
見
交
換
）

㆒�

、
今
期
や
り
残
し
た
事
項
の
見
届

け
と
、
応
援
が
必
要
で
あ
る
。

　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
局
の
皆
さ
ん
、

大
会
委
員
会
の
皆
さ
ん
、
事
務
局
の

お
二
人
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
３
３
６
︱
A
地
区
の
皆
さ
ん
と

の
出
会
い
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指

導
願
い
ま
す
。

　

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事

　
森
﨑
　
敏
彦
（
坂
出
白
峰
）

　

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計

　
河
﨑
　
和
義
（
坂
出
白
峰
）

3
3
6
¦
Ａ
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事

3
3
6
¦
Ａ
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計

336-A地区キャビネット幹事･会計
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今
期
は
G
A
T（
グ
ロ
ー
バ
ル・ア
ク
シ
ョ

ン
・
チ
ー
ム
）
…
G
M
T
、
G
L
T
、

G
S
T
、
G
E
T
、
F
W
T
を
活
用
し

て
会
員
増
強
、
拡
大
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
に
加
え
て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
1
･
5
が

達
成
で
き
る
よ
う
に
G
M
T
（
グ
ロ
ー
バ

ル
・
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
・
チ
ー
ム
）
の
具
体

的
な
方
策
と
し
て
会
員
増
強
に
特
化
し

た
戦
略
で
あ
る
G
M
A
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
）
の
3
年

目
を
向
か
え
各
単
㆒
ク
ラ
ブ
に
理
解
し

て
い
た
だ
き
実
行
す
る
年
度
で
し
た
。

①�

新
ク
ラ
ブ
結
成
に
よ
り
地
区
の
若
返

り
を
図
る
。

②�

新
会
員
を
加
え
て
ク
ラ
ブ
の
活
性
化

を
図
る
。

③�

仲
間
と
の
親
睦
と
興
味
深
い
奉
仕
が

で
き
て
い
る
か
等
、
会
員
の
満
足
度

を
高
め
て
や
る
気
を
㆒
新
さ
せ
会

員
増
強
を
推
進
す
る
為
に
ク
ラ
ブ

会
長
は
会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
す
る
。

　

結
果
と
し
て
、

①�

に
つ
い
て
は
新
ク
ラ
ブ
結
成
が
3
ク
ラ

ブ
又
、
今
年
度
新
た
に
12
支
部
が

結
成
さ
れ
地
区
内
21
支
部
と
な
り

ま
し
た
。（
坂
出
白
峰
中
央
支
部
は

ク
ラ
ブ
に
昇
格
し
、
志
度
L
C
の
2

支
部
が
合
併
し
て
ク
ラ
ブ
に
昇
格
し

た
）

②�

に
つ
い
て
は
各
単
㆒
ク
ラ
ブ
に
新
会
員

を
必
ず
迎
え
、
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
と

訴
え
て
ま
い
り
、
4
月
末
で
は
3
9
9

名
の
新
入
会
員
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
逝
去
さ
れ
た
方

を
含
め
4
0
7
名
の
退
会
者
が
あ
り

純
減
8
名
と
なって
い
ま
す
。
残
念
な

こ
と
に
思
い
の
ほ
か
会
員
の
高
齢
化

が
進
み
、
物
故
会
員
も
多
く
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

③�

に
つ
い
て
は
会
員
満
足
度
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
が
浸
透
し
、
会
員
の
希
望

す
る
例
会
の
あ
り
方
や
奉
仕
活
動

内
容
を
見
直
し
改
革
し
た
こ
と
で
、

入
会
や
退
会
防
止
に
繋
が
っ
て
い
る

ク
ラ
ブ
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
会

員
の
種
別
や
多
様
性
に
つ
い
て
も
理

解
度
が
増
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

G
L
T
（
グ
ロ
ー
バ
ル・リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
・
チ
ー
ム
）
で
は
指
導
力
育
成
研
究

会
の
講
師
と
し
て
多
く
の
リ
ジ
ョン
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
時

間
と
ス
ペ
ー
ス
が
と
れ
る
会
場
で
は
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
熱
心
に
話
し
合

い
、
参
加
者
か
ら
は
意
見
交
換
で
き
る

会
が
良
か
っ
た
、
又
、
有
事
の
時
こ
そ

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
大
切
で
あ
る
と
の
声

も
お
聞
き
し
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
発

掘
の
㆒
助
と
な
っ
た
実
り
多
い
会
と
な

り
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
極
め
は

次
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
で
す
。

　

会
則
に
つ
い
て
は
必
携
の
変
更
箇
所

と
次
年
度
の
国
際
会
費
が
2
ド
ル
値

上
が
り
50
ド
ル
に
な
り
ま
す
。
国
際

大
会
で
決
定
済
み
で
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
が
、
毎
年
6
月
末
（
年
度
末
）
の

退
会
者
数
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
会
員

の
種
別
を
活
用
し
た
り
、
会
員
㆒
人

ひ
と
り
が
居
心
地
よ
く
活
動
で
き
る
ク

ラ
ブ
づ
く
り
が
退
会
防
止
に
な
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
会
員
増
強
と
維
持
に
今

後
も
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ
め
、
坂
出

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
構
成
員
の
皆
様
、
地
区

委
員
、
ク
ラ
ブ
役
員
の
皆
様
方
に
は
大

変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
こ
の
経
験
を
活

か
し
て
単
㆒
ク
ラ
ブ
の
未
来
の
為
に
更

に
は
地
区
の
発
展
の
為
に
も
、
是
非
ご

尽
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
大

変
お
世
話
に
な
り
、
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

㆒
年
間
を
振
り
返
っ
て

　

元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
名
誉
顧
問

　

地
区
G
M
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

地
区
G
L
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

地
区
G
M
A
副
リ
ー
ダ
ー

　
真
鍋
　
隆
（
こ
ん
ぴ
ら
）

336-A地区コーディネーター
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今
年
度
は
、
16
年
ぶ
り
３
３
６
︱

Ａ
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
坂
出
市
で
の

開
設
と
な
り
、
我
が
坂
出
白
峰
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
石
井
地
区
ガ
バ

ナ
ー
が
選
出
さ
れ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・

メ
ル
ボ
ル
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
１
０
６

回
国
際
大
会
で
の
６
月
25
日
の
閉
会

式
で
２
０
２
４
～
２
０
２
５
年
度
地

区
ガ
バ
ナ
ー
に
就
任
さ
れ
た
。

　

私
は
、
Ｍ
Ｄ
の
役
職
を
離
れ
て
10

年
、
地
区
の
役
職
を
離
れ
る
こ
と
７

年
で
あ
っ
た
が
、
我
が
ク
ラ
ブ
か
ら

の
地
区
ガ
バ
ナ
ー
誕
生
で
、
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
内
局
員
と
し
て
手
伝
う
こ
と

に
な
っ
た
。

　

年
月
の
経
過
に
よ
り
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
を
取
り
巻
く
環
境
の
様
変

わ
り
を
痛
感
し
た
が
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
普
遍
的
テ
ー
マ
は
、
会
員

拡
大
・
社
会
奉
仕
・
指
導
力
育
成
・

そ
し
て
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
で
あ
る
の
は
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
内
で
は
、
令
和
６
年
１
月
１

日
午
後
４
時
10
分
頃
震
度
７
の
石

川
県
能
登
地
方
を
襲
っ
た
地
震
に

始
ま
り
令
和
６
年
９
月
奥
能
登
豪

雨
、
令
和
７
年
２
月
大
船
渡
市
の
山

林
火
災
、
７
年
３
月
に
は
岡
山
県
の

山
林
火
災
と
今
治
市
の
山
火
事
と
、

国
外
で
は
ロ
ス
の
山
火
事
・
ペ
ル
ー
の

大
地
震
・
台
湾
の
地
震
と
国
内
外

と
も
に
温
暖
化
の
影
響
も
合
わ
せ
大

規
模
な
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
災
害
に
対
し
て
Ｌ
Ｃ
Ｉ

Ｆ
は
迅
速
に
支
援
金
の
交
付
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
「
組
織
の
歴
史
を
通
し
て
、
人
々

が
想
像
を
絶
す
る
困
難
に
直
面
し

た
時
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
奉
仕
の
も
と

に
団
結
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
も

地
元
ま
た
は
地
域
社
会
が
困
難
な

時
を
過
す
と
き
、
わ
た
し
た
ち
は

行
動
す
る
と
い
う
そ
の
決
意
を
持
ち

続
け
て
い
ま
す
。」
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
理
事

長
パ
テ
ィ
・
ヒ
ル
の
言
葉
で
す
。

　

今
年
度
は
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

ま
し
て
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
を
通
じ
て
多
く
の

困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
奉
仕
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

拝
命
を
受
け
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

の
役
割
は
、
多
く
の
学
び
・
共
鳴
を

受
け
る
と
共
に
反
躬
自
省
の
念
に

駆
ら
れ
な
が
ら
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
時
点
、
拝
命
を
受
け
た
以

上
は
点
滴
穿
石
の
気
持
ち
で
役
割

を
担
う
姿
勢
で
し
た
が
、
具
体
的

取
り
組
み
に
戸
惑
い
ま
し
た
。
半
期

と
な
り
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
纏
め
各

ク
ラ
ブ
に
情
報
提
供
し
ま
し
た
が
、

心
の
緩
み
に
負
け
「
ア
ッ
」
と
い
う

間
に
春
を
迎
え
、
否
が
応
で
も
ゴ
ー

ル
が
見
え
、
早
い
㆒
年
間
で
し
た
。

新
ク
ラ
ブ
誕
生
の
感
激
、
解
散
ク
ラ

ブ
の
戸
惑
い
と
喪
失
を
味
わ
い
、
地

区
に
と
っ
て
良
き
効
果
と
な
る
活
動

支
援
の
役
割
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
役
割
は
㆒
年

間
だ
か
ら
対
応
で
き
る
と
言
わ
れ
、

そ
の
意
味
も
理
解
で
き
ま
す
。
㆒

年
間
の
限
ら
れ
た
活
動
で
は
あ
り
ま

す
が
、
状
況
や
環
境
に
応
じ
地
区
の

進
化
を
見
る
と
不
思
議
な
団
体
だ

な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
毎
期
、
会

員
増
強
や
Ｌ
C
I
F
の
対
応
は
避

け
ら
れ
ず
、
厳
し
い
実
態
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
各
ク
ラ
ブ
の
独
立
性
と

特
徴
あ
る
活
動
、
協
調
性
が
地
区

を
支
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
は
必
要

な
の
か
と
問
い
か
け
た
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
会
員
や
ク
ラ
ブ
運
営
へ

の
支
援
、
情
報
提
供
に
よ
る
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
化
は
必
要
で
あ
る
と
諸
活

動
で
強
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
こ

の
教
訓
と
経
験
を
活
か
し
、
今
後

も
前
向
き
に
活
動
を
図
り
共
に
歩

み
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
㆒
年
間
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

地
区
G
S
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

地
区
G
M
A
会
員
満
足
度
チ
ー
ム
・

リ
ー
ダ
ー

　
平
田
　
治
由
（
う
た
づ
）

㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
名
誉
顧
問

　

L
C
I
F
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
山
地
　
章
靖
（
坂
出
白
峰
）

役
割
に
育
て
ら
れ
た
㆒
年

336-A地区コーディネーター
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昨
年
度
よ
り
石
井
ガ
バ
ナ
ー
か
ら

G
E
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
G
M
A

新
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
役
職
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、「
は
て
、何
を
や
れ
ば
よ
い
の
か
？
」

「
何
の
役
職
な
の
か
？
」
と
不
安
を

抱
き
つ
つ
の
会
議
の
連
続
だ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
徳
島
の
㆒
宮
氏
よ
り
、

新
し
い
ク
ラ
ブ
「
徳
島
み
ら
い
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
る
話
を

聴
き
、
3
月
23
日
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ

ト
に
向
け
、
オ
セ
ア
ル
事
務
局
に
支

援
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
を
進

め
て
い
く
中
で
、
私
の
役
割
が
明
確

に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
今
年
度
中
に
「
さ
ぬ
き

み
ら
い
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」「
坂
出

中
央
み
ら
い
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
が

立
ち
上
が
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
立
ち
上
げ
に
関
わ
る

こ
と
へ
の
喜
び
と
と
も
に
、
役
職
が
終

わ
る
頃
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
石
井
ガ

バ
ナ
ー
よ
り
仰
せ
つ
か
っ
た
役
職
の
意

味
合
い
が
理
解
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
で
成
長

で
き
た
㆒
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

石
井
丸
が
出
航
し
早
㆒
年
、
入
航

が
目
前
と
な
り
ま
し
た
。
S
C
P
・

F
W
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う

大
役
を
拝
命
し
、
無
事
役
目
を
終
え

る
事
が
で
き
ま
す
の
も
、
ひ
と
え

に
、
3
3
6
︱
A
地
区
の
皆
様
方
か

ら
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
誠

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

F
W
T
の
活
動
の
主
と
な
っ
て
お

り
ま
す
ヘ
ア
ー
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業

は
、
年
度
途
中
に
送
付
先
を
変
更
さ

せ
て
頂
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
快
く

ご
対
応
頂
き
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
事

業
に
参
加
頂
い
た
皆
様
に
、
こ
の
場

を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
髪

の
毛
が
伸
び
る
ス
ピ
ー
ド
の
平
均
は

㆒
年
で
12
㎝
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
3
3
6
︱
A
地
区
が
推
奨
し
て

お
り
ま
す
送
付
先
の
つ
な
髪
の
規
定

で
は
、
カ
ッ
ト
し
た
髪
の
毛
の
長
さ

が
31
㎝
以
上
と
、
3
年
弱
か
か
る
計

算
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
幅
広
い

年
齢
層
の
方
々
が
提
供
下
さ
り
、
小

学
生
か
ら
の
提
供
も
多
く
、
学
校
で

校
長
先
生
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
る

と
の
事
で
奉
仕
の
心
の
育
成
に
繋
が

る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
他
人
の
痛
み
に
寄
り
添
う

子
ど
も
達
の
行
動
は
、
と
て
も
嬉
し

く
、
個
人
主
義
的
傾
向
か
ら
逆
行
す

る
も
の
で
あ
り
、
W
e�

S
e
r
v
e

の
精
神
、
社
会
の
問
題
解
決
や
改
善

に
積
極
的
に
関
わ
る
愛
と
友
愛
の
精

神
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
素
晴

ら
し
い
事
業
に
携
わ
る
事
が
出
来
ま

し
た
事
に
、
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
ま
す
ま
す
の
発
展
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
㆒
年
間
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

地
区
G
E
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

　

地
区
G
M
A

　
　

新
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

　
松
浦
　
孝
仁
（
丸　

亀
）

　

S
C
P
・
F
W
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

山
形
　
ひ
ろ
み
（
う
た
づ
）

感
謝
の
㆒
年

336-A地区コーディネーター
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こ
の
㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

こ
の
㆒
年
間
、
慌
た
だ
し
い
ば
か
り
で
過

ぎ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

リ
ジ
ョン
運
営
は
、
名
誉
顧
問
や
、
３
人
の

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
、
各
地
区
委
員
さ
ん

の
ご
指
導
、
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り
、
な

ん
と
か
無
事
乗
り
切
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

田
中
ア
ラ
ー
ト
委
員
の
ご
尽
力
と
、
伊
予

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ご
努
力
に
よ
り
令
和

７
年
２
月
に
伊
予
市
様
と
災
害
時
に
お
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
更
に
、
今
期
中
に
は

砥
部
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ご
努
力
に
よ
り

砥
部
町
様
と
同
様
の
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
が
で
き
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

災
害
が
頻
発
し
て
い
る
現
在
、
中
予
地
区

内
で
ま
だ
協
定
締
結
が
で
き
て
い
な
い
市
町

に
つ
い
て
も
締
結
に
向
け
て
、
こ
の
流
れ
を

引
き
継
い
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

結
成
に
つ
い
て
ご
相
談
を
い
た
だ
き
、
進
め
て

い
ま
し
た
が
、今
期
で
は
結
成
ま
で
至
ら
ず
、

来
期
に
は
無
事
結
成
さ
れ
る
も
の
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
こ
の
㆒
年
大
変
な
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
ゾ
ー
ン
内
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
並

び
に
会
員
の
皆
様
、
ご
指
導
、
ご
助
言
を
頂

戴
し
ま
し
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
の
皆
様
と

諸
先
輩
方
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

㆒
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

ま
さ
か
自
分
が
R
C
を
す
る
な
ん
て
、
覚

悟
を
決
め
て
ス
タ
ー
と
ラ
イ
ン
に
つ
い
た
㆒
年

前
。

　

コ
ロ
ナ
が
5
類
に
移
行
さ
れ
㆒
年
が
経

つ
。
行
動
制
限
な
ど
な
く
、
か
つ
て
の
よ
う

に
活
動
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
淡
い
期

待
の
中
、
昨
年
の
5
月
11
日
、
次
期
地
区

役
員
、
地
区
委
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

始
ま
り
、
任
期
中
に
約
80
の
会
合
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

㆒
番
の
目
標
は
、
17
ク
ラ
ブ
へ
の
例
会
訪
問

で
し
た
。
オ
ー
ク
シ
ョン
例
会
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

例
会
、
楽
し
い
例
会
が
多
く
、
い
つ
も
と
違

う
場
所
で
の
食
事
を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
例
会
訪
問
は
合
同
例
会
を
含
め
な

ん
と
21
回
╱
年
。
そ
し
て
ア
ワ
ー
ド
選
考
会
、

2
R
17
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
し
っ
か
り
と
目
を

通
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
申
請
数
が
約

2
8
0
あ
り
目
を
通
す
だ
け
で
も
大
変
で
し

た
が
、
た
く
さ
ん
の
ア
ワ
ー
ド
表
彰
に
繋
が
り

満
足
の
い
く
結
果
で
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
数

が
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
多
く
て
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
活
動
が
生
活
の
㆒
部
で
は
？
と
思
う
く

ら
い
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の

㆒
年
間
、
楽
し
い
ラ
イ
オ
ン
ズ
ラ
イ
フ
で
し

た
。
お
付
き
合
い
い
た
だ
い
た
地
区
役
員
、

地
区
委
員
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
受
け
入
れ
い

た
だ
い
た
17
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

石
井
淑
雄
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
地
区
ガ
バ
ナ
ー

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
自
信
と
誇
り
を
も
って
ウ
ィ
サ
ー

ブ
」
の
下
、
会
員
拡
大
・
社
会
奉
仕
・
指
導

力
育
成
・
L
C
I
F
の
4
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
会
員

拡
大
に
つ
い
て
は
、
思
う
ほ
ど
の
成
果
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
他
３
つ
の
社

会
奉
仕・指
導
力
育
成・L
C
I
F
に
つい
て
は
、

各
ク
ラ
ブ
の
ご
協
力
の
下
、
㆒
定
の
成
果
が
上

げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
か
ら
３
３
６
―

Ａ
地
区
の
分
割

か
ら
３
３
６
か
ら
の
分
離
独
立
の
件
が
提
案
さ

れ
、
各
ク
ラ
ブ
で
積
極
的
に
議
論
を
し
て
い
た

だ
き
投
票
に
臨
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

３
Ｒ
で
は
、
12
月
末
で
保
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
が
解
散
し
13
ク
ラ
ブ
か
ら
12
ク
ラ
ブ
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
３
Ｚ
か
ら
２
Ｚ
に
変

更
し
、
１
Ｚ
に
内
子
Ｌ
C
・
大
洲
Ｌ
Ｃ
・
八
幡

浜
Ｌ
Ｃ
・
伊
方
Ｌ
Ｃ
・
三
瓶
Ｌ
Ｃ
・
八
幡
浜
み

な
と
Ｌ
Ｃ
、
２
Ｚ
に
宇
和
Ｌ
Ｃ
・
野
村
Ｌ
Ｃ
・

伊
予
吉
田
Ｌ
Ｃ
・
鬼
北
Ｌ
Ｃ
・
宇
和
島
Ｌ
Ｃ
・

南
宇
和
Ｌ
Ｃ
の
各
ゾ
ー
ン
６
ク
ラ
ブ
に
組
織
替

え
を
行
い
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
と
も
、
非
常
に

協
力
的
で
ス
ム
ー
ズ
に
議
論
が
で
き
、
㆒
致
団

結
し
て
前
進
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
出
来
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
㆒
年
間
支
え
て
下
さ
っ
た
地
区
役

員
・
地
区
委
員
・
各
ク
ラ
ブ
役
員
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
㆒
年
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

2R-RC

塩崎　安規
（新居浜ひうち）

1R-RC

佐々木 哲広
（松山金亀）

3R-RC

菊池　英充
（八幡浜みなと）

Region Chairperson
リジョン・チェアパーソン
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㆒
年
間
を
振
り
返
っ
て

　

6
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
に
任
命
さ
れ
、

早
く
も
㆒
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
、
時
間
も
責
任
も
伴
う
こ
の
よ
う

な
大
役
が
務
ま
る
の
か
と
心
配
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
6
リ
ジ
ョ
ン
・
7
リ
ジ
ョ
ン
の
地
区

役
員
・
委
員
の
方
々
の
ご
指
導
の
も
と
、
な

ん
と
か
無
事
終
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
か
げ
様
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
組

織
理
解
、
地
区
役
員
・
委
員
の
皆
様
と
の
交

流
も
で
き
ま
し
た
。

　

時
間
に
あ
ま
り
余
裕
の
な
い
中
で
の
リ

ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
と
い
う
大
役
で
し
た

が
、
石
井
淑
雄
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
キ
ー

ワ
ー
ド
「
躍
進
」
に
沿
い
、
そ
の
想
い
を
各

ク
ラ
ブ
の
皆
様
へ
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
ご
発
展
と

ご
活
躍
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
㆒
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

4R-RC

池田　昌樹
（高松葵）

6R-RC

中城　重則
（中土佐）

7R-RC

白坂　吉友
（高知りょうま）

5R-RC

大島　竹雄
（善通寺）

未
来
に
向
っ
て
！

　

昨
年
５
月
11
日
に
地
区
役
員
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
７
月
７
日
に
第
１
回
地

区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
で
、
石
井
ガ
バ
ナ
ー
の

「
77
才
絶
好
調
！
」
の
熱
き
思
い
を
肌
で
感

じ
、
少
し
で
も
早
く
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
伝

え
し
た
い
と
、
７
月
12
日
高
知
南
L
C
への
例

会
訪
問
を
皮
切
り
に
東
は
安
芸
・
室
戸
、
北

は
本
山
と
７
リ
ジ
ョン
14
ク
ラ
ブ
の
例
会
訪
問

を
行
い
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
と
も
出
席
率
は

あ
ま
り
良
く
な
く
、
話
を
聞
く
と
高
齢
化
に

よ
り
年
配
会
員
さ
ん
が
出
て
こ
れ
な
い
と
の

事
、
人
数
の
少
な
い
例
会
は
参
加
し
て
も
楽

し
く
な
い
と
い
う
様
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
若
い
メ
ン
バ
ー
の
台
頭
を
感
じ
ら

れ
る
ゾ
ー
ン
合
同
例
会
や
２
ク
ラ
ブ
合
同
例
会

等
ゾ
ー
ン
、
リ
ジ
ョン
の
垣
根
を
超
え
て
の
友
好

活
動
を
実
施
し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

次
に
地
区
分
割
の
話
で
す
が
、
石
井
ガ
バ

ナ
ー
の
熱
い
思
い
を
お
伝
え
し
た
の
で
す
が
会

員
の
多
く
が
複
合
と
地
区
の
役
割
を
理
解
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
話
の
中
で
出
た
の
が
、

７
リ
ジ
ョ
ン
の
現
状
で
毎
年
次
期
地
区
役
員

を
決
め
る
の
に
、
成
り
手
が
い
な
く
て
大
変

苦
労
し
て
い
る
の
に
、
ガ
バ
ナ
ー
を
輩
出
す
る

機
会
が
増
え
る
の
は
無
理
と
い
う
意
見
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
７
リ
ジ
ョ
ン
は
こ
の
ま
ま

で
は
先
行
き
が
心
配
で
す
。
そ
こ
で
各
ク
ラ

ブ
よ
り
運
営
委
員
を
選
出
し
、
リ
ジ
ョ
ン
運

営
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
運
営
委
員
会
で

次
期
の
地
区
役
員
を
決
め
将
来
の
ガ
バ
ナ
ー

候
補
を
決
め
る
と
い
う
様
な
提
案
を
次
期
リ

ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
へ
の
申
し
送
り
事
項
と

し
て
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
７
リ
ジ
ョ

ン
の
未
来
に
向
って
皆
で
「
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」

一
年
を
振
り
返
っ
て

　

こ
の
一
年
間
、
4
R
―

R
C
と
い
う
大
役

を
仰
せ
つ
か
り
、
微
力
な
が
ら
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

就
任
当
初
は
、
自
分
に
務
ま
る
の
か
と
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
、

そ
し
て
石
井
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の

お
か
げ
で
、
何
と
か
務
め
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
「
ベ
ン
チ
の
キ
ャ
プ
テ
ン
」
と
し
て
、

石
井
ガ
バ
ナ
ー
（
監
督
）
の
想
い
を
現
場
に

伝
え
、
現
場
の
声
を
ガ
バ
ナ
ー
へ
届
け
る
、

そ
ん
な
役
割
を
自
分
な
り
に
果
た
し
て
き

た
つ
も
り
で
す
。
皆
様
が
現
場
の
“
レ
ギ
ュ

ラ
ー
”
と
し
て
活
躍
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
R
C
と
し
て
の
㆒
年
間
を
有
意
義

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
き
た
こ

の
数
年
間
、
悩
み
な
が
ら
も
ラ
イ
オ
ン
ズ
を

続
け
て
き
た
自
分
に
と
っ
て
、
皆
様
の
支
え

は
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。「
親
か
ら

受
け
た
恩
は
子
ど
も
に
、
先
輩
か
ら
受
け

た
恩
は
後
輩
に
」
―
―
そ
の
思
い
を
胸
に
、

こ
れ
か
ら
も
ク
ラ
ブ
の
㆒
員
と
し
て
歩
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
後
も
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

が
好
き
だ
」「
仲
間
が
好
き
だ
」「
奉
仕
が

好
き
だ
」
―
―
そ
ん
な
想
い
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
次
の
世
代
に
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

㆒
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

こ
の
㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

昨
年
４
月
11
日
に
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
に
て

次
期
地
区
役
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加

し
て
あ
ら
た
め
て
自
分
の
立
場
を
再
確
認
し

ま
し
た
。
石
井
淑
雄
ガ
バ
ナ
ー
の
運
営
基
本

方
針
を
い
か
に
５
R
内
に
共
有
し
て
い
た
だ

け
る
か
で
す
が
、
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
自

信
と
誇
り
を
も
っ
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
ガ
バ
ナ
ー

キ
ー
ワ
ー
ド
「
躍
進
」
各
ク
ラ
ブ
が
新
し
い

事
に
挑
戦
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

㆒
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
次
か
ら
次

ら
と
予
定
が
あ
り
ま
す
。
㆒
年
間
の
日
程

調
整
、
会
場
の
確
保
等
で
頭
を
悩
ま
せ
ま
し

た
。
私
の
ク
ラ
ブ
事
務
局
さ
ん
の
お
陰
も
あ

り
㆒
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
会
場
等
予
定
も

た
ち
準
備
委
員
会
、各
ク
ラ
ブ
委
員
長
ス
ク
ー

ル
、
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
、
薬
物
乱
用
防
止

教
育
認
定
講
師
養
成
講
座
、
年
２
回
の
新

会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

研
修
会
等
も
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
事
５
Ｒ
１
Z
Ｃ
、
２
Ｚ
Ｃ
、
地
区
委
員

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

又
第
71
回
地
区
年
次
大
会
に
お
き
ま
し

て
第
１
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
向
和
人
、
第
２
副

地
区
ガ
バ
ナ
ー
篠
原
孝
尚
両
名
の
方
指
名
委

員
長
と
し
て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
時
期
に

向
け
て
前
進
し
た
事
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

あ
と
残
す
と
こ
ろ
㆒
カ
月
少
し
で
す
が
時

期
Ｒ
Ｃ
引
継
ぎ
ま
で
気
を
抜
か
ず
、
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
最
後
の
な
り
ま
す
が
㆒
年

間
十
分
な
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
反

省
し
次
期
に
期
待
を
し
㆒
年
間
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

リジョン・チェアパーソン
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㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

こ
の
㆒
年
を
振
り
返
って
み
て
、
石
井
地
区
ガ

バ
ナ
ー
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
躍
進
」
を
考

え
た
場
合
、
自
分
自
身
が
昨
年
に
比
べ
て
躍
進

で
き
た
だ
ろ
う
か
？
８
R
を
組
織
す
る
13
ク
ラ

ブ
へ
の
例
会
訪
問
、
奉
仕
活
動
へ
の
参
加
等
々
、

R
C
と
し
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
そ
し
て
、
そ

の
計
画
感
・
達
成
感
を
感
じ
た
だ
ろ
う
か
？

２
０
２
４
年
１
月
１
日
の
能
登
半
島
地
震
以
来

様
々
な
災
害
や
事
故
事
件
も
あ
り
、
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
行
う
に
し
て
も
、
そ
う
いっ
た
社
会
情

勢
や
身
の
回
り
の
環
境
は
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

各
ク
ラ
ブ
の
例
会
訪
問
で
も
会
員
の
皆
様
方

と
も
歓
談
し
同
志
と
も
仲
間
と
も
い
え
る
輪
が

広
が
っ
た
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
今
後
の
躍
進
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
目
的
の
㆒
つ
で

あ
る
「
相
互
理
解
の
精
神
を
つ
ち
か
う
」
た
め

に
は
絶
対
に
嘘
を
つ
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

義
理
と
人
情
も
必
要
で
、
筋
も
と
う
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
紋
章
を

見
て
み
ま
す
と
真
ん
中
に
「
L
」
の
文
字
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
L
の
象
徴
の
㆒
つ

で
あ
る
Love（
愛
）も
持
つ
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
の
中
に
は
狐
が
い
る
こ
と
も
感
じ
ま

し
た
が
、こ
の
愛
と
自
信
と
ほ
こ
り
を
も
って
ウ
ィ

サ
ー
ブ
の
精
神
で
今
後
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
㆒
年
、
ど
う
だ
っ
た
か
と
言
わ
れ
る
と
満

足
感
は
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
㆒
重
に
石
井
地
区

ガ
バ
ナ
ー
及
び
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
並
び
に
８
R
―
Z
C

及
び
地
区
委
員
、
各
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
支
え
に

よ
る
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
機
に
次
な
る
躍
進
を
目
指
し
、
次

の
R
C
に
バ
ト
ン
を
渡
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

8R-RC

齋藤　徹
（石　井）

9R-RC

原田　和典
（鴨　島）

㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

任
期
前
の
昨
年
５
月
の
次
期
地
区
役
員
・

委
員
オ
リ
エン
テ
ー
シ
ョン
か
ら
始
ま
り
、
７
月

に
R
C
を
拝
命
し
早
㆒
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
R
C
と
し
て
9
R
12
ク
ラ
ブ
を

訪
問
し
石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
運

営
基
本
方
針
を
伝
え
共
有
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
色
々
な
セ
ミ
ナ
ー
等
開
催
、
参
加

い
た
し
ま
し
た
。
7
月
に
計
画
委
員
長
・
ク

ラ
ブ
5
委
員
長
合
同
ス
ク
ー
ル
か
ら
始
ま
り

8
月
に
は
9
R
地
区
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
で

改
め
て
石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
運
営
基
本

方
針
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
11
月
・

L
C
I
F
集
中
セ
ミ
ナ
ー
、
12
月
・
薬
物
乱

用
防
止
教
育
認
定
講
師
養
成
講
座
、
1
月
・

合
同
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
会
、
2
月
・
合

同
糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー
と
2
回
目
の
L
C
I
F

集
中
セ
ミ
ナ
ー
、
合
同
新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
合
同
地
区
分
割
意
見
交
換
会
、
徳

島
み
ら
い
L
C
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
他
徳
島
藍

L
C
30
周
年
と
脇
L
C
60
周
年
記
念
式
典
、

北
島
L
C
35
周
年
記
念
例
会
そ
し
て
4
月
・

日
韓
親
善
国
際
交
流
の
夕
べ
と
第
71
回
地
区

年
次
大
会
を
成
功
裏
に
終
え
ら
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ガ
バ
ナ
ー
チ
ー
ム
、
ホ
ス
ト

ク
ラ
ブ
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
R
C
を
拝
命
し
新
た
な
素
晴
ら
し
い
出

会
い
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
退

任
後
も
L
C
活
動
頑
張
り
ま
す
の
で
皆
様
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

伊予土居ライオンズクラブ
4月第2例会

「入会式」ご出席のお礼
拝啓　陽春の候、皆様にはいよいよご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、このたびはご多忙中にもかかわらず、当クラブの入会式にご出席を
賜り、誠にありがとうございました。ここに心よりお礼申し上げます。
当日は至らない部分も多々あったかと存じますが、皆様にご協力をいた
だきながら、入会式は無事に進行することができました。
お蔭様で私たちが望んでいた「入会式」「楽しい例会」を開催することが
できました。本当にありがとうございました。
皆様とご一緒に楽しい一時を過ごす中でクラブ員一同、石井 淑雄様、
森﨑 敏彦様、河﨑 和義様のファンとなりました。
つぎに是非お目にかかれますようにと当クラブの6月第2例会（2025年6

月18日水曜日）に向けて4人の新会員を迎えられ
るようにクラブ員 全員で頑張っているところです。
どうかその際には是非ご出席を賜りますようお願い
申し上げます。
寒暖差が激しいこの時期ではございますが、皆様
にはくれぐれもご自愛くださいますようお祈り申し
上げ、お礼のご挨拶とさせていただきます。

敬　具

会長　近藤達之介
幹 事　曽我部栄治

会員委員長　近藤　信行

－入会式出席のお礼文が届いております－

リジョン･チェアパーソン／／お礼文の紹介
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躍　　進
Zone Chairperson

ゾーン・チェアパーソン

1R-1ZC

大野 八重子
（松山東）

1R-2ZC

大野　拓治
（松　前）

1R-3ZC

新野　和幸
（松山センチュリー）

㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

緊
張
感
い
っ
ぱ
い
に
ス
タ
ー
ト
し
た
7
月
。

駆
け
抜
け
て
み
れ
ば
、
充
実
し
た
楽
し
い
㆒

年
で
し
た
。
こ
れ
も
、
1
R
―
1
Z
各
ク
ラ

ブ
の
会
長
さ
ん
は
じ
め
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
の
お
か
げ
で
す
。
細
や
か
に
ご
指
導
頂

い
た
佐
々
木
1
R
C
、
い
つ
も
協
力
し
あ
え

た
大
野
2
Z
C
と
新
野
3
Z
C
に
も
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

各
ク
ラ
ブ
へ
の
例
会
訪
問
に
加
え
、
3
月

に
は
1
Z
合
同
例
会
、
6
月
に
は
1
Z
の
女

性
会
員
さ
ん
と
の
懇
親
会
が
開
催
で
き
た
こ

と
も
思
い
出
深
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

諮
問
委
員
会
で
は
、
質
問
の
切
り
出
し
方

に
工
夫
を
し
て
み
ま
し
た
。
例
え
ば
、
第
1

回
「
奉
仕
」
で
は
、「
他
ク
ラ
ブ
か
ら
参
加
で

き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
あ
り
ま
す
か
？
」、

第
3
回
の
「
指
導
力
育
成
」
で
は
、「
会
長

さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
の
数
か
月
で
ご
自
身
の
指

導
力
が
育
っ
た
と
感
じ
る
の
は
ど
ん
な
こ
と
で

す
か
？
」
な
ど
。
各
ク
ラ
ブ
よ
り
現
場
感
の

あ
る
ご
回
答
を
頂
き
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
実
際
に
他
ク
ラ
ブ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
交
流

も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

坂
出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
厳

格
な
会
議
に
お
い
て
も
ユ
ー
モ
ア
と
笑
い
は
大

事
!
そ
れ
が
活
力
の
源
で
あ
る
こ
と
も
学
び

ま
し
た
。
最
後
に
、
こ
の
㆒
年
応
援
し
て
頂

い
た
自
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
と
関
わ
り
の
あ
っ
た

全
て
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

1
R
―
3
Z
C
を
拝
命
し
て
間
も
な
く
㆒

年
に
な
り
ま
す
。

　

地
区
委
員
の
経
験
も
無
く
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
の
こ
と
も
何
も
分
か
ら
な
い
私
を
㆒
年
間

ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
佐
々
木
1
R
C
、

大
野
2
Z
C
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
の
経
験
不
足
を
補
う
た
め
に
多

く
の
時
間
を
割
い
て
く
れ
た
河
本
会
長
を
は

じ
め
、
ク
ラ
ブ
の
会
員
や
事
務
局
の
皆
様
に

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

よ
く
新
入
会
員
か
ら
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
私

も
何
年
経
っ
て
も
そ
う
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
㆒
年
を
通
じ
て
こ
の
よ
う
に
何
か
の
役

を
任
さ
れ
、
努
力
し
て
初
め
て
色
々
な
事
が

理
解
で
き
る
の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョン
等
も
や
ら
せ
て

い
た
だ
き
結
局
㆒
番
勉
強
に
な
っ
た
の
は
、
や

る
本
人
だ
と
気
付
き
、有
難
く
感
じ
ま
し
た
。

例
会
訪
問
で
は
ど
の
ク
ラ
ブ
も
本
当
に
暖
か

く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
各

ク
ラ
ブ
の
例
会
に
感
動
す
る
毎
日
で
し
た
。

　

ま
た
、
2
Z
の
合
同
例
会
は
驚
き
の
連
続
で

し
た
。
合
同
例
会
の
価
値
を
痛
感
し
、
私
の

や
り
残
し
た
事
を
深
く
反
省
し
次
期
3
Z
C

に
強
く
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
い
よ
い
よ
任
期
を
終
え
る
今
と
な
っ
て
、
ガ

バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て

ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
を
噛
み
締
め
な
が
ら
「
躍
進
」

の
思
い
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー

は
じ
め
、
3
3
6
―
A
地
区
の
ク
ラ
ブ
会
員

の
皆
様
、
事
務
局
の
皆
様
、
㆒
年
間
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㆒
年
間
の
Z
C
の
終
わ
り
を
迎
え

　
こ
の
度
、
１
Ｒ
―

２
Ｚ
Ｃ
と
し
て
㆒
年
間
活

動
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
に
お
い
て
は
、

M
1
･
5
各
ク
ラ
ブ
1
名
の
会
員
増
強
を
7

ク
ラ
ブ
の
会
長
・
幹
事
に
お
願
い
し
、
そ
れ

な
り
に
成
果
も
出
て
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

私
個
人
と
し
て
は
、新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

の
組
織
と
働
き
に
つ
い
て
の
講
師
を
さ
せ
て

頂
く
等
、
色
々
と
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
地
域
の
ク
ラ
ブ
の
行
事
と
し
て
は
、

２
Ｚ
合
同
例
会
の
実
施
に
際
し
て
、
ご
多
忙

に
も
関
わ
ら
ず
、石
井
ガ
バ
ナ
ー
、
森
﨑
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
、
河
﨑
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
、

１
Ｒ
地
区
役
員
・
委
員
の
皆
様
に
臨
席
し
て

い
た
だ
き
、
お
陰
様
で
盛
会
に
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

地
区
年
次
大
会
に
お
い
て
は
「
複
合
地
区

四
国
の
設
立
、
3
3
6
―

A
地
区
の
分
割
へ
」

が
最
大
の
議
題
で
し
た
。
四
国
2
分
割
は
理

に
合
い
分
割
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま

し
た
が
、
否
決
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で

今
後
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
㆒
年
間
の
Ｚ
Ｃ
の
仕
事
と
私
の
職

場
の
調
整
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
終
わ
り
に

近
づ
く
と
色
々
な
活
動
を
通
し
て
勉
強
さ
せ

て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
今
後
も
㆒
ラ
イ
ン

オ
ン
と
し
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
う
次
第

で
す
。
こ
の
㆒
年
間
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆

様
方
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

今
治
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て
16
人
目
の
２
Ｒ

―
２
Ｚ
Ｃ
を
拝
命
し
㆒
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
の
基
本
は
単
㆒
ク
ラ
ブ
の
社
会

貢
献
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
幅

広
い
活
動
で
す
。
㆒
方
で
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
㆒
員
と

し
て
の
立
場
で
活
動
さ
せ
て
頂
い
た
㆒
年
間
の
経
験

は
、
新
鮮
で
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
関
係
各
位
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
主
な
活
動
内
容
の
㆒
つ
で
あ
る
、

災
害
支
援
に
つい
て
も
２
０
２
４
年
９
月
に
発
生
し
た
能

登
半
島
で
の
豪
雨
災
害
の
際
に
、
時
間
と
の
戦
い
と
の
思

い
か
ら
ア
ラ
ー
ト
委
員
の
呼
び
掛
け
に
前
後
の
見
境
も

な
く
行
動
し
、
い
ろ
い
ろ
と
皆
様
に
ご
協
力
や
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
㆒
年
単
位
で
メ
ン
バ
ー
が
入
れ

替
わ
る
組
織
の
中
で
、
広
域
で
支
援
活
動
を
す
る
難
し

さ
に
つい
て
な
に
が
し
か
の
問
題
提
起
に
な
っ
た
し
、
志

を
同
じ
く
す
る
者
達
が
集
ま
れ
ば
こ
れ
だ
け
の
事
が
出

来
る
の
だ
と
確
認
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
改
め
て
、
支

援
活
動
に
携
わっ
た
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
年
研
究
・
検
討
し
て
こ
ら
れ
た
地
区
分
割
、
複

合
地
区
か
ら
の
独
立
が
残
念
な
が
ら
あ
え
な
く
年
次

大
会
で
の
代
議
員
投
票
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
案

提
出
側
と
そ
れ
を
受
け
止
め
る
側
と
の
認
識
の
ギ
ャッ

プ
は
、
年
明
け
か
ら
の
ガ
バ
ナ
ー
の
リ
ジ
ョンへ
の
熱
心

な
呼
び
掛
け
や
丁
寧
な
説
明
で
は
埋
め
ら
れ
ず
に
こ
の

よ
う
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
や
は
り
当
初
の
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
議
で
の
賛
否
を
諮
っ
て
上
程
さ
れ
た
方
が
良

か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
更
に
今
後
こ
の
議
案
を
再
提

出
す
る
為
に
は
今
以
上
に
厳
し
い
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
な

け
れ
ば
廃
案
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
㆒
年
間
の
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
て

ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㆒
年
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

　

今
年
度
、
石
井
淑
雄
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
ウ
ィ
サ
ー

ブ
」、
キ
ー
ワ
ー
ド
「
躍
進
」
の
ガ
バ
ナ
ー

運
営
方
針
の
基
、
２
Ｒ
１
Ｚ
Ｃ
に
就
任
し
て

早
く
も
㆒
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
普
遍
的
テ
ー
マ
で
あ

る
、
会
員
拡
大
、
社
会
奉
仕
、
指
導
力
育

成
、
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
を
ゾ
ー
ン
内
に
推
進
し
て
い

く
に
あ
た
り
、
２
Ｒ
１
Ｚ
各
ク
ラ
ブ
の
役
員
、

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
Ｚ
Ｃ
を
拝
命
致
し
ま
し
た
時
に
㆒
年
の
目

標
を
今
後
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
に
於
い
て
誰

が
ど
の
役
を
引
き
受
け
て
も
円
滑
に
進
め
ら

れ
よ
う
に
と
い
う
思
い
か
ら
、
１
Ｚ
４
ク
ラ
ブ

の
会
員
の
皆
様
が
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
と

致
し
ま
し
た
。

　

ゾ
ー
ン
内
で
も
他
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
㆒
緒

に
な
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
交
流
出
来
る
か
を
考
え
、
全
員
参

加
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
開
催
し
他
ク
ラ
ブ
の

方
々
と
競
い
合
い
な
が
ら
親
睦
を
深
め
ら
れ

る
１
Ｚ
合
同
夜
間
例
会
を
行
い
、
各
ク
ラ
ブ

会
員
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
成
功
裏
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。（
そ
の
際
の
売
上
金
は
全
額
Ｌ

Ｃ
Ｉ
Ｆ
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

　

ま
た
坂
出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
じ
め
他
リ
ジ
ョ

ン
沢
山
の
方
々
と
繋
が
り
勉
強
で
き
本
当
に

貴
重
な
㆒
年
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
㆒
年
間
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

二
回
目
の
Z
C
を
振
り
返
っ
て

　

期
首
に
グ
ル
ー
プ
L
I
N
E
を
災
害
時
の

緊
急
連
絡
網
と
し
て
構
築
し
、
能
登
半
島
豪

雨
災
害
支
援
に
、
速
や
か
に
対
応
出
来
ま
し

た
。
た
だ
、
海
外
出
張
中
で
連
絡
不
可
の
事

例
が
あ
り
ま
し
た
。
地
区
年
次
大
会
で
川
之

江
中
央
Ｌ
Ｃ
が
登
壇
し
、
1
0
0
╱
1
0
0

の
L
C
I
F
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
伊
予
土

居
Ｌ
Ｃ
で
8
名
の
会
員
の
入
会
が
有
り
、
期

末
に
3
Ｚ
で
は
ク
ラ
ブ
数
以
上
の
会
員
増
強

達
成
と
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ガ
バ
ナ
ー

と
の
地
区
分
割
意
見
交
換
会
に
お
い
て
、
四

国
単
独
で
複
合
地
区
を
目
指
す
と
の
議
案
で

と
進
言
し
ま
し
た
が
、そ
の
ま
ま
提
出
さ
れ
、

賛
成
1
2
5
╱
反
対
2
5
0
で
否
決
と
な
り

ま
し
た
。
準
地
区
は
35
ク
ラ
ブ
、会
員
数
1
，

2
5
0
名
で
認
証
さ
れ
ま
す
。

　

香
川
で
は
複
数
の
新
ク
ラ
ブ
結
成
の
話
も

あ
り
、
愛
媛
、
香
川
、
高
知
＋
徳
島
で
3
つ

の
準
地
区
の
四
国
複
合
地
区
と
な
り
、
1
人

の
ガ
バ
ナ
ー
が
各
準
地
区
の
ガ
バ
ナ
ー
を
兼

任
す
る
方
式
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
名
誉
顧
問
会
議
が
存
続
す
る
場
合
、
会

員
数
か
ら
愛
媛
、
香
川
で
各
2
名
、
徳
島
、

高
知
で
各
1
名
の
割
合
で
構
成
す
る
の
が
理

解
を
得
や
す
い
の
で
は
と
考
え
ま
す
。
こ
の

代
案
な
ら
可
決
さ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

来
期
は
2
Ｒ
Ｃ
と
し
て
皆
様
を
楽
し
く
さ

せ
る
よ
う
注
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
㆒
年
間
、
皆
様
の
御
尽
力
と

御
協
力
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

今
期
2
R
―
4
Z
の
Z
C
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
早
い
も
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に

㆒
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
期
は
、
石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
の
提

案
の
地
区
分
割
と
い
う
議
題
で
何
か
と
ざ
わ

つ
い
て
は
い
ま
し
た
が
、
2
R
は
塩
崎
R
C

の
強
力
な
指
導
力
の
も
と
、
団
結
し
て
、
こ

の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
け
た
こ
と
は
、
大

変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
11
日
に
は
、
3
3
4
―
D
地

区
3
R
―
3
Z
、
Z
C
の
山
本
明
人
（
能

登
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）
様
を
お
迎
え
し
て
、

2
R
―
4
Z
合
同
例
会
を
開
催
し
、
能
登

地
震
の
現
状
等
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
10
日
後
に
能
登
地
方

に
豪
雨
災
害
が
発
生
す
る
と
は
、
思
っ
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
織
田
ア
ラ
ー
ト

委
員
の
呼
び
か
け
で
、
2
R
か
ら
、
義
援
物

資
を
10
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
に
い
っ
ぱ
い
集
め
、
直
ち

に
現
地
に
届
け
ら
れ
た
の
は
、本
当
に
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
織
田
ア
ラ
ー
ト
委
員
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
4
Ｚ
の
運
営
に
は
、
ま
だ
ま
だ
、

力
不
足
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
４
ク

ラ
ブ
の
会
長
さ
ん
は
じ
め
、
各
ク
ラ
ブ
の
皆

様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
Ｚ
Ｃ
を
務
め
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

㆒
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2R-3ZC

篠原　悟
（四国中央法皇）

2R-4ZC

髙橋　康壽
（西条石鎚）

2R-1ZC

明比　保親
（新居浜別子）

2R-2ZC

﨑山　俊紀
（今　治）

ゾーン・チェアパーソン
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㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

昨
年
7
月
1
日
よ
り
３
R
―

２
Z
の
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
し
、
早
年
度
末
を
迎
え
ま

し
た
。
駆
け
足
で
通
り
過
ぎ
、
年
間
行
事

を
つ
つ
が
な
く
終
え
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

活
動
を
通
し
て
人
脈
が
広
が
り
、
い
ろ
ん
な

方
と
繋
が
り
が
で
き
ま
し
た
。
役
職
を
終
え

て
も
次
回
お
目
に
か
か
っ
た
時
に
は
笑
顔
で
挨

拶
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
３
つ
の
ゾ
ー
ン
を
２
つ
に
統
合
す
る
と
い
う

大
き
な
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
リ

ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
や
他
の
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
と
協
力
し
て
課
題
解
決
に
向
か
っ

た
こ
と
も
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
毎
に
誠
心
誠
意
や
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
会
員
の
皆
様
に
支
え
て
頂
き
ま
し

た
こ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
事
務

局
の
方
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㆒
年
の
振
り
返
り

　
３
R
で
は
ク
ラ
ブ
の
解
散
に
よって
各
ゾ
ー
ン
の
ク
ラ

ブ
数
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
次
期
か
ら

は
３
ゾ
ー
ン
か
ら
２
ゾ
ー
ンへ
と
再
編
を
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
Z
C
と
し
て
の
、こ
の
㆒
年
間
は
ゾ
ー

ン
の
再
編
に
つ
い
て
の
検
討
が
主
た
る
役
割
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
中
で
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
か
ら
は
地
区
分
割
の
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
R
１
Z
の
各
ク
ラ
ブ
で
は
、
ク
ラ
ブ
数
、
会
員

数
が
減
少
す
る
中
で
、
地
区
分
割
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

は
果
た
し
て
あ
る
の
か
、
ク
ラ
ブ
の
目
下
の
課
題
は
、

ク
ラ
ブ
を
ど
う
や
れ
ば
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
で
あ
り
そ
の
た
め
に
は
会
員
の
負
担
を
増
や

す
こ
と
は
極
力
避
け
た
い
、
と
い
う
考
え
を
多
く
聞

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
も
っ
と
も
な
意
見
だ
と
思
う
㆒

方
で
、
３
R
で
は
２
０
０
６
年
の
西
園
寺
ガ
バ
ナ
ー

以
降
ガ
バ
ナ
ー
の
輩
出
が
で
き
て
い
な
い
わ
け
で
す

が
、
地
区
分
割
に
よって
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
身
近
に
感

じ
、
ま
た
参
加
す
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
、
と
い
う
視

点
か
ら
の
地
区
分
割
の
可
能
性
も
、
も
う
少
し
検

討
で
き
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
し

た
。
も
っ
と
も
こ
の
点
に
つい
て
は
、
近
い
将
来
３
R

か
ら
久
し
ぶ
り
に
ガ
バ
ナ
ー
誕
生
の
動
き
も
あ
る
の

で
、
そ
ち
ら
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
㆒
年
の
Z
C
の
活
動
の
中
で
、
い
ろ

い
ろ
な
ク
ラ
ブ
の
多
く
の
方
々
と
知
り
合
い
に
な
る

こ
と
が
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
の
所
属
す
る
宇
和
L
C
は
、
次
期

は
新
３
R
２
Z
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
す
、
新
し
い

ゾ
ー
ン
の
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
ま
た
会
う
日
ま
で
。

㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

㆒
年
間
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
役
員
活
動
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
㆒
年
間
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
活

動
で
特
色
あ
る
も
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

地
区
分
割
案
の
年
次
大
会
へ
の
議
案
の
上
程

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
代
議
員
投
票
で
否

決
と
な
り
ま
し
た
が
、
あ
る
意
味
、
当
然

の
結
果
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。「
四
国
は
㆒

つ
」
と
唱
え
な
が
ら
、「
二
つ
に
分
割
」
と
は
、

無
理
筋
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。

　

地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
苦
言
が
あ
り
ま
す
。
ガ

バ
ナ
ー
は
、
第
３
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
に

お
い
て
、
地
区
分
割
案
を
年
次
大
会
の
議

題
に
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
と
言
い
な
が

ら
、
Ｒ
Ｃ
及
び
Ｚ
Ｃ
の
裁
決
を
経
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。
遺
憾
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
３
Ｒ
で
は
、
保
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
が
解
散
し
た
こ
と
で
す
。
私
の
ラ
イ
オ
ン

ズ
在
籍
26
年
の
間
に
、
ネ
ス
ク
ラ
ブ
を
含
め

て
７
ク
ラ
ブ
が
消
滅
し
ま
し
た
。
残
念
な
こ

と
で
す
。
保
内
Ｌ
Ｃ
解
散
を
き
っ
か
け
に
、

８
年
前
の
Ｚ
Ｃ
で
手
掛
け
て
成
し
遂
げ
ら
れ

な
か
っ
た
２
ゾ
ー
ン
制
に
、
来
期
か
ら
再
編

す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
、
菊
池
Ｒ
Ｃ
の
ご

努
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

以
上
、
㆒
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た

が
、
光
陰
矢
の
ご
と
し
、
退
任
ま
で
残
す
と

こ
ろ
少
し
、
Ｚ
Ｃ
の
任
務
を
は
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
の
㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
し
て
か

ら
㆒
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

坂
出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
皆
様
に
は
こ
の
㆒

年
間
ご
指
導
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
ゾ
ー
ン
内
の
各
ク
ラ
ブ
の
役

員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
㆒
年
間
で
多
く
の
方
と
知
り
合
い
、

沢
山
の
人
た
ち
と
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
あ
ら
た
め
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活

動
の
良
い
と
こ
ろ
を
再
認
識
し
、
ま
た
今
後

の
問
題
点
な
ど
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
㆒
年

間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
㆒
年
間
を
振
り
返
る
と
、
ゾ
ー
ン
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の
職
責
を
全
う
で
き
た

か
は
疑
問
で
は
あ
り
ま
す
が
。
私
自
身
は

そ
れ
な
り
に
楽
し
く
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
充
実
し
た
㆒
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
各
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ご
発

展
と
、
会
員
皆
様
の
益
々
の
奉
仕
活
動
の
ご

活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
御
礼
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

㆒
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3R-3ZC

板倉　定夫
（伊予吉田）

4R-1ZC

河野　宏宜
（小豆島）

3R-1ZC

加藤　永二
（宇　和）

3R-2ZC

中村　㆒雅
（三　瓶）

ゾーン・チェアパーソン
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㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

第
㆒
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
で
、
石
井
淑

雄
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
所
信

①�

会
員
拡
大
は
ク
ラ
ブ
運
営
の
強
靭
化
と
生

涯
の
友
づ
く
り

②�

社
会
奉
仕
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
モ
ッ

ト
ー
で
あ
り
核
心

③
指
導
力
育
成
の
推
進

④�
世
界
で
困
っ
て
い
る
人
、
所
が
あ
れ
ば

L
C
I
F
に
よ
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ

と
等
を
、
３
Z
諮
問
委
員
会
で
説
明
し
理

解
を
深
め
た
。

　

ま
た
、
９
月
１
日
に
ア
ラ
ー
ト
委
員
会

が
実
施
し
た
会
員
の
安
否
確
認
、
11
月
23

日
に
実
施
さ
れ
た
遍
路
道
の
清
掃
を
３
Z
合

同
で
行
い
各
ク
ラ
ブ
の
絆
が
な
お
㆒
層
深
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
来
期
は
各
ク

ラ
ブ
の
奉
仕
活
動
を
合
同
で
行
う
こ
と
を

提
案
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
歴

20
年
で
初
め
て
の
大
役
を
終
え
た
こ
と
に
３

Z
の
各
ク
ラ
ブ
会
員
に
三
木
さ
ぬ
き
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

今
期
㆒
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と

あ
っ
と
い
う
間
の
㆒
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
㆒
年
間
の
活
動
を
通
し
て
印
象
深
か
っ

た
こ
と
が
四
つ
あ
り
ま
す
。

①
7
月
を
中
心
に
、
各
ク
ラ
ブ
の
例
会
訪
問

を
行
い
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
の
役
員
や
会
員

さ
ん
と
直
接
話
を
し
て
密
な
関
係
を
築
く
こ

と
が
で
き
、
ま
た
各
ク
ラ
ブ
の
例
会
の
雰
囲

気
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

②
11
月
30
日
、
第
２
回
ゾ
ー
ン
会
議
に
て
地
区

分
割
に
関
す
る
説
明
と
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

将
来
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
運
営
を
左
右
す
る
最
重

要
事
項
を
と
ら
え
、
蔵
本
地
区
名
誉
顧
問
に

も
出
席
頂
き
、
正
確
で
公
平
な
情
報
を
伝
え
、

ゾ
ー
ン
や
各
ク
ラ
ブ
内
で
活
発
な
議
論
が
交
わ

せ
た
と
思
って
い
ま
す
。

③
５
月
１
日
、２
Ｚ
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
て
、

高
松
サ
ン
ポ
ー
ト
地
区
広
場
に
ベ
ン
チ
４
脚
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
今
後
県
立
ア
リ
ー
ナ
の
開

館
を
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
の
高
松
港
エ
リ
ア
の

賑
わ
い
に
寄
与
で
き
も
の
と
思
って
い
ま
す
。

④
５
月
31
日
、
２
Ｚ
合
同
例
会
及
び
引
継
ぎ

会
を
懇
親
会
付
き
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
こ

数
年
間
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
や
予
算
の
関
係

で
、
懇
親
会
は
取
り
や
め
て
い
ま
し
た
が
各
ク

ラ
ブ
の
強
い
要
望
も
あ
り
懇
親
会
を
再
開
い
た

し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
高
松
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成

60
周
年
、
高
松
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
55

周
年
の
記
念
式
典
に
、
２
Ｚ
か
ら
も
多
数
参
加

し
共
に
お
祝
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
㆒
年
間
２
Ｚ
の
運
営
に
関
し
て
、
ご

尽
力
頂
き
ま
し
た
各
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

Z
C
退
任
に
あ
た
っ
て

　

ま
だ
新
入
会
員
の
よ
う
な
高
松
屋
島
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
筒
井
が
Z
C
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
任
期
が
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
様
々
な
会
議
に
出
席

を
す
る
機
会
を
得
て
、
数
多
く
の
素
晴
ら
し

い
方
達
と
お
目
に
か
か
り
交
流
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
有
意
義
な
㆒
年
で
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

今
期
で
の
地
区
と
ク
ラ
ブ
の
架
け
橋
と

な
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
し
た

が
、
何
分
任
期
が
㆒
年
で
あ
る
た
め
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
内
容
が
少
し
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
に
退
任
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
制
度
上
可
能
か
ど
う
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
任
期
に
つ
い
て
検
討

が
必
要
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
多
く
の
ク
ラ
ブ
が
会
員
の
減
少
と

い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。
会
員
の
減
少
に

伴
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
実
施
に
も
影
響
が

あ
る
た
め
ク
ラ
ブ
の
合
併
、
ゾ
ー
ン
の
見
直

し
も
課
題
と
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
６
月
を
も
っ
て
高
松
屋
島
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
が
会
員
の
減
少
と
い
う
理
由
で
解

散
し
ま
す
が
、
更
な
る
解
散
は
、
防
が
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
石
井
ガ
バ
ナ
ー
、

池
田
R
C
は
じ
め
地
区
役
員
・
委
員
、
各
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
長
、
会
員
の
皆
様
の
ご

指
導
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
各
ク
ラ
ブ
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健

勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

今
期
5
R
―
1
Z
ゾ
ー
ン
チ
ェア
パ
ー
ソ
ン
を

仰
せ
つ
か
り
、
早
く
も
㆒
年
が
来
よ
う
と
し
て

ま
す
。

　

地
区
役
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
議
等
様
々
な
会
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
少
し
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
息
つ
く
暇
も
な
く
時
が
経
っ
て
いっ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
で
は
、
諮
問
事
項

に
対
し
て
色
々
な
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

1
Z
の
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
、
第
㆒
副
会
長
、

幹
事
、
会
計
、
会
員
委
員
長
の
皆
様
は
、
ス

ム
ー
ズ
な
会
の
進
行
に
ご
協
力
く
だ
さ
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ゾ
ー
ン
内
の
ク
ラ
ブ
が
直
面
し
て
る
問
題

点
、
会
員
増
強
に
つ
い
て
な
ど
各
会
長
と
直

接
お
話
を
し
て
意
思
疎
通
が
で
き
た
事
、
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
ま
す
。

　

私
は
今
の
仕
事
を
始
め
た
時
か
ら﹇
知
り

合
い
の
輪
を
広
げ
る
﹈と
い
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
い
ま
す
。
今
期
地
区
役
員
を
務
め
る

事
に
よ
っ
て
石
井
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ
め
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
関
係
の
皆
様
、
そ
し
て
次
期
徳
島

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
方
々
と
も
意
見
交
換
が
で

き
、
輪
が
大
き
く
な
っ
た
事
は
嬉
し
い
限
り

で
ご
ざ
い
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
貴
重
な
体

験
と
出
会
い
が
あ
り
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
活

か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
5
R
大
島
R
C
、
十
川
Z
C
そ
し

て
各
ク
ラ
ブ
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
諮
問
委

員
会
参
加
の
皆
様
、各
ク
ラ
ブ
事
務
局
皆
様
、

㆒
年
間
支
え
て
頂
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

4R-4ZC

筒井　伸司
（高松屋島）

5R-1ZC

栗林　律子
（丸亀京極）

4R-2ZC

吉田　健二
（八　栗）

4R-3ZC

鴨井　俊徳
（三木さぬき）

ゾーン・チェアパーソン
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退
任
の
ご
挨
拶

　

本
当
に
早
い
あ
っ
と
い
う
間
の
㆒
年
で
し
た
。

Ｚ
Ｃ
と
し
て
の
活
動
を
最
優
先
と
し
、
日
々
の

会
社
の
業
務
を
こ
な
し
な
が
ら
時
間
的
に
も

体
力
的
に
も
厳
し
い
㆒
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
昨
年
5
月
の
Ｚ
Ｃ

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
引
き
継
ぎ
リ
ジ
ョ
ン

会
に
始
ま
り
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
、
ガ
バ
ナ
ー

諮
問
委
員
会
等
々
が
あ
り
坂
出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
の
皆
様
、
各
ク
ラ
ブ
役
員
の
皆
様
の
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
て
何
と
か
努
め
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
に
引
き
続
き
6
Ｒ
―
1
ゾ
ー
ン

合
同
新
年
例
会
を
滞
り
な
く
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
川
久
保
前
1
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
に

は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
石
井
地

区
ガ
バ
ナ
ー
、
坂
出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
皆
様
、

中
城
６
Ｒ
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
に
は
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
竹
下
2
ゾ
ー
ン
チ
ェア
パ
ー
ソ
ン
、
植

田
3
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
に
は
親
し
く
お

付
き
合
い
頂
き
情
報
共
有
と
情
報
交
換
が
で

き
ま
し
た
事
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
こ
の
㆒
年
間
、
多
く
の
方
と
の
出

会
い
が
あ
り
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
は
私
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
活
動
に
お
い
て
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
る

こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

1
ゾ
ー
ン
5
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発

展
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ

御
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｚ
Ｃ
退
任
の
ご
挨
拶

　

5
R
―

2
Z
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
に

就
任
し
早
㆒
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
私
自
身
が
勉

強
の
㆒
年
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
が
、
皆
様
の

ご
協
力
の
お
か
げ
で
何
と
か
努
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
で
は
ク
ラ
ブ
間
の

情
報
共
有
を
図
る
こ
と
を
念
頭
に
運
営
し
て

行
こ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
各
ク
ラ
ブ

の
課
題
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
、

ま
た
そ
れ
に
対
す
る
情
報
を
提
供
で
き
た
の

か
、
甚
だ
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
地
区
分
割
と
い
う
新
た
な
課
題
も

あ
り
ま
し
た
が
、
分
割
の
趣
旨
や
意
義
を
各

ク
ラ
ブ
に
充
分
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
反
省
す
る
こ
と
ば
か
り

の
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
例
会
訪
問
で
は
各

ク
ラ
ブ
皆
様
と
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
地
区
年
次
大
会
で
は
そ
の
運
営
に
携
わ

る
こ
と
が
で
き
た
な
ど
、
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
楽
し
み
の
㆒
つ
に
多
く
の
仲

間
を
作
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
新

た
な
出
会
い
の
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
㆒
年
共
に

活
動
し
て
く
だ
さ
っ
た
大
島
R
C
を
は
じ
め

栗
林
Z
C
や
地
区
委
員
の
皆
様
、
各
ク
ラ
ブ

役
員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

し
て
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

6
R
―
2
Z
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
と

し
て
学
び
と
絆
を
深
め
た
一
年
間

　

6
R
―
2
Z
は
、
５
つ
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
式
訪
問
で

各
ク
ラ
ブ
の
定
例
会
に
お
邪
魔
し
た
時
、
さ

ま
ざ
ま
な
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
出
席
率
を
上
げ
る
た
め
の
工

夫
や
、
テ
ー
ル
ツ
イ
ス
タ
ー
の
金
額
を
増
や

す
工
夫
な
ど
参
考
に
な
り
、
諮
問
委
員
会
を

通
し
て
情
報
の
共
有
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
し

た
お
か
げ
で
各
会
長
、
幹
事
は
も
と
よ
り
各

ク
ラ
ブ
の
会
員
と
も
何
回
も
お
会
い
す
る
こ

と
で
親
し
く
も
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今

ま
で
出
会
い
の
な
か
っ
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を

は
じ
め
各
R
C
や
Z
C
と
の
交
流
の
中
で
四

国
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン
バ
ー
と
も
知
り
合
え

大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Z
C
の
役
割
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ー

の
思
い
や
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
伝
達
事
項
も
諮

問
委
員
会
で
石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
な
っ
た

気
持
ち
で
伝
え
た
つ
も
り
で
す
。
残
念
な
が

ら
複
合
地
区
解
消
の
問
題
は
将
来
へ
の
持
ち

越
し
と
な
り
ま
し
た
が
第
71
回
坂
出
地
区
年

次
大
会
は
、
大
変
意
義
の
あ
る
素
晴
ら
し
い

大
会
で
し
た
。

　

こ
の
㆒
年
間
の
Z
C
の
経
験
を
生
か
し
て

今
後
と
も
W
e　

S
e
r
v
e
の
精
神
で
ラ

イ
オ
ン
ズ
活
動
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

6R-2ZC

竹下　雅典
（須　崎）

6R-3ZC

植田　英久
（四万十）

5R-2ZC

十川　剛
（三　豊）

6R-1ZC

中山　政幸
（高知北）

　
私
の
様
な
役
立
た
ず
の
名
ば
か
り
会
員
が
、
６
リ
ジ
ョ
ン
３
ゾ
ー
ン
の

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
お
役
を
頂
き
、尊
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
皆
様
や
先
輩
方
の
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
何
と
か
こ
こ
ま
で
来
る
事
が
出
来
、間

も
な
く
お
役
を
降
り
る
事
に
な
り
ま
す
。本
当
に
お
世
話
に
成
り
ま
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
と
て
も
尊
い
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
。世
界

中
の
救
わ
れ
な
い
多
く
の
命
を
助
け
る
活
動
を
し
て
い
る
の
だ
。見
ず
知
ら
ず

の
苦
し
ん
で
居
る
人
達
に
、見
返
り
を
求
め
ず
、だ
れ
か
ら
も
感
謝
さ
れ
る
事
も

な
く
、そ
ん
な
活
動
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
尊
い
団
体
だ
。地
域
の
人
々

に
奉
仕
の
精
神
を
教
化
し
、又
青
少
年
の
教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
。

　
そ
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
き
た
の
は
、先
輩
た
ち
の
弛

ま
な
い
努
力
の
お
蔭
で
あ
る
。声
を
掛
け
、入
会
を
勧
め
、多
く
の
友
人
を

迎
え
、様
々
に
添
い
、励
ま
し
、手
を
取
り
、教
導
を
し
な
が
ら
、奉
仕
活

動
の
実
践
を
身
を
も
っ
て
伝
え
、今
日
の
３
３
６
︱
A
地
区
の
多
く
の
会

員
が
居
る
の
だ
。其
の
先
輩
た
ち
の
御
労
苦
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
更
に
元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
方
々
は
更
に
誰
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
る
指
導

者
と
な
り
尊
者
と
な
っ
て
い
る
。
会
員
は
本
当
に
尊
敬
し
て
い
る
。
そ

の
為
に
各
リ
ジ
ョ
ン
で
の
勉
強
会
で
は
彼
ら
は
常
に
後
輩
の
指
導
を
し

続
け
て
い
る
。彼
ら
は
自
費
と
自
分
の
時
間
を
使
い
、見
返
り
を
求
め
ず

活
動
を
し
て
い
る
の
だ
。後
輩
は
そ
の
尊
い
活
動
に
感
謝
し
、尊
敬
を
し

な
が
ら
学
ん
で
行
く
の
だ
。し
か
し
リ
ジ
ョ
ン
を
ま
た
ぎ
、ク
ラ
ブ
を
ま

た
ぐ
と
又
微
妙
な
人
間
関
係
の
ゆ
が
み
が
出
来
る
様
に
見
え
た
。

　
そ
れ
を
克
服
す
る
力
が
元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
協
議
会
の
皆
様
に
は
求
め
ら

れ
る
の
だ
。そ
の
為
に
は
一
般
会
員
以
上
に
、お
互
い
を
尊
敬
し
あ
う
、大

切
に
し
合
う
、思
い
や
り
の
精
神
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
。知
性
を
高
め
友

愛
と
相
互
理
解
の
精
神
を
深
め
る
人
の
集
団
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。後

輩
を
慈
悲
深
く
集
団
で
指
導
し
て
頂
く
尊
い
方
た
ち
の
は
ず
が
、そ
う
で

は
な
い
様
に
見
え
て
き
ま
し
た
。新
人
で
無
知
な
私
の
思
い
違
い
か
も
し

れ
な
い
が
、元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
方
々
の
中
に
は
そ
れ
が
出
来
ず
に
言
葉

が
通
じ
な
く
な
っ
た
方
々
も
多
く
い
る
様
に
見
え
ま
す
。

　
そ
れ
を
直
す
に
は
、先
ず
自
分
が
相
手
を
尊
い
人
と
思
い
大
切
に
す
る
心
を

持
つ
事
が
必
要
だ
、態
度
、言
葉
で
表
す
事
が
大
切
だ
、だ
が
、尊
敬
さ
れ
る
席
に

着
き
指
導
者
に
成
る
と
、い
つ
の
間
に
か
、我
が
出
て
き
ま
す
。地
位
を
誇
り
、名

誉
を
誇
る
慢
心
の
悪
魔
が
心
に
出
て
き
ま
す
。い
つ
の
間
に
か
俺
が
、俺
が
の
自

我
が
出
て
来
て
し
ま
う
の
が
普
通
の
人
間
だ
。そ
し
て
誰
も
言
っ
て
く
れ
な
い

の
で
、い
つ
の
間
に
か
人
に
添
え
な
い
自
分
に
成
り
、反
対
に
人
に
添
っ
て
も
ら

い
た
い
自
分
に
な
る
。表
面
だ
け
の
付
き
合
い
と
成
り
、共
感
力
の
低
下
、相
互

理
解
の
精
神
は
言
葉
だ
け
と
な
り
、組
織
の
形
骸
化
は
こ
う
し
て
で
き
る
の
だ
。

　
地
区
分
離
問
題
で
見
え
て
来
た
心
の
世
界
。心
の
中
は
誰
に
も
見
え
な
い

と
思
っ
て
居
る
、し
か
し
そ
の
人
達
の
行
動
を
通
じ
て
見
え
て
来
る
の
だ
。地

区
分
離
問
題
は
永
年
に
亘
、元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
協
議
会
の
中
で
研
究
を
重
ね

作
り
上
げ
、こ
れ
か
ら
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
発
展
の
為
の
ツ
ー
ル
だ
っ
た
は
ず

だ
。そ
れ
が
い
ざ
投
票
で
は
賛
否
が
割
れ
て
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。そ
の

現
象
を
見
て
初
め
て
元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
達
の
姿
が
見
え
た
の
で
は
な
い
か
。

　
も
う
一
度
知
性
を
高
め
、知
性
に
よ
っ
て
友
愛
と
相
互
理
解
の
精
神
に

裏
打
ち
さ
れ
た
人
々
の
集
団
に
成
る
事
努
力
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
地
区
ガ
バ
ナ
ー
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
そ
の
事
を
誰

よ
り
も
知
り
一
般
会
員
の
手
本
と
成
ら
な
く
て
は
成
ら
な
い
。

地
区
分
離
問
題
か
ら
見
え
た
私
達
の
姿

ゾーン・チェアパーソン
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こ
の
㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

Ｚ
C
に
就
任
し
て
早
く
も
㆒
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
通
じ
て
最
初
は
重
鎮
を
果
た
せ

る
か
心
配
の
日
々
で
あ
り
ま
し
た
が
、
２

Ｚ
C
の
皆
様
方
の
ご
指
導
の
下
、
大
役
を
何

と
か
果
た
す
こ
と
が
で
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

任
期
中
の
流
れ
は
ク
ラ
ブ
会
長
の
経
験
か

ら
あ
る
程
度
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
し
た

が
、
あ
ら
た
め
て
就
任
し
て
判
る
大
変
さ
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
例
会
訪
問
で
は
５
ク
ラ
ブ

そ
れ
ぞ
れ
暖
か
く
歓
迎
し
て
下
さ
り
、
各

ク
ラ
ブ
の
会
長
、
幹
事
さ
ん
を
含
め
会
員
皆

様
と
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
私
自
身

大
変
嬉
し
く
多
く
の
出
会
い
が
で
き
大
き

な
経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
充
実
し
た
㆒

年
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
、
感
謝
の
気
持

ち
で
いっ
ぱ
い
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
㆒
年
間
の
御

礼
も
含
め
２
Ｚ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
頑
張
っ
て
社
会
奉
仕
に
躍
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
ご
指

導
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

７
R
―
1
Z
C
を
今
期
拝
命
さ
れ
、
当

初
、
私
に
務
ま
る
だ
ろ
う
か
と
悩
み
ま
し

た
。
し
か
し
、
周
り
の
先
輩
や
ク
ラ
ブ
会
員

皆
様
の
助
け
で
㆒
年
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
自
分
が
や
っ
て
み
て
Z
C
の

重
み
や
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

て
、
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ
め
、
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
の
皆
さ
ん
に
は
い
つ
も
励
ま
し
て
い
た

だ
き
、
そ
ん
な
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
れ
ま

で
や
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
、
Z
C
を
さ
れ
る
方
に
ひ
と
言
、「
や
っ

て
良
か
っ
た
！
」
と
必
ず
思
え
ま
す
。

　

３
３
６
―
A
地
区
は
３
３
６
を
支
え
る
立

場
で
す
。
A
地
区
が
こ
れ
か
ら
も
っ
と
大
き

く
な
る
た
め
に
も
皆
様
と
が
ん
ば
っ
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
期
、
自
分
な
り
に
が
ん
ば
っ
た
つ
も
り

で
す
が
、
こ
れ
も
皆
様
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

　

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

7
Ｒ
―
3
Ｚ
Ｃ
と
し
て
も
う
少
し
で
㆒
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
振
り
返
り

ま
す
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
、
楽
し
い

こ
と
も
あ
り
つ
つ
大
変
な
㆒
年
で
し
た
が
、

Ｚ
Ｃ
と
し
て
活
動
を
す
る
上
で
白
坂
吉
友

7
Ｒ
―
Ｒ
Ｃ
、
清
遠
和
身
7
Ｒ
―
1
Ｚ
Ｃ
、

府
川
㆒
7
Ｒ
―
2
Ｚ
Ｃ
に
は
特
に
お
世
話
に

な
り
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

Ｚ
Ｃ
と
し
て
参
加
し
た
行
事
等
は
予
想

以
上
に
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
あ
ま
り
皆
さ

ん
の
お
役
に
立
て
な
か
っ
た
の
で
は
と
反
省

し
て
い
ま
す
。

　

Ｚ
Ｃ
就
任
時
の
地
区
誌
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の

後
遺
症
で
以
前
の
状
態
に
戻
れ
て
い
な
い
ク

ラ
ブ
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ブ
訪
問
で
そ
の
思
い

を
改
め
て
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、

各
ク
ラ
ブ
と
も
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
を
し
、
新
事

業
を
立
ち
上
げ
、
様
々
な
奉
仕
活
動
を
積
極

的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
感
銘
を

受
け
た
こ
と
を
、
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
活
動
に

つ
な
げ
て
い
け
た
ら
と
思
って
い
ま
す
。

　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
地
区
役
員
、
各

ク
ラ
ブ
・
会
員
の
皆
さ
ん
、
ご
指
導
、
ご
協

力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

こ
の
㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

早
い
も
の
で
、
８
R
―
１
Z
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
の
お
役
を
お
受
け
し
て
㆒
年
が
経

ち
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
会
長
様
を
は
じ
め
、

地
区
役
員
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
に
は
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

初
め
て
の
地
区
役
員
と
い
う
事
も
あ
り
、

任
命
当
初
は
わ
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
し
た

が
、
先
輩
ラ
イ
オ
ン
に
い
ろ
い
ろ
ご
指
導
い
た

だ
き
、
何
と
か
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
例
会
訪

問
を
通
じ
て
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
と
交
流
を
図

り
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
と
い
う
役
を
理
解

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

例
会
訪
問
を
通
じ
て
、
各
ク
ラ
ブ
の
特
徴

あ
る
奉
仕
の
形
、
ク
ラ
ブ
運
営
や
会
員
交
流

の
や
り
方
な
ど
多
く
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
本
当
に
勉
強
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
と
ガ
バ
ナ
ー
諮
問

委
員
会
で
共
通
す
る
問
題
点
に
つい
て
討
議
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
拡
大
つ
い
て

の
取
り
組
み
、
思
い
は
各
ク
ラ
ブ
同
じ
で
あ
り
、

諮
問
委
員
会
の
た
び
に
皆
思
い
を
伝
え
て
い

き
ま
し
た
。
な
か
な
か
解
決
に
至
る
取
り
組

み
ま
で
は
至
り
ま
せ
ん
が
、
各
ク
ラ
ブ
の
思
い

は
本
当
に
熱
い
思
い
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
ラ

イ
オ
ン
ズ
が
大
好
き
な
ん
だ
な
と
改
め
て
思

い
ま
し
た
。
ま
た
自
分
も
こ
の
㆒
年
で
ラ
イ

オ
ン
ズ
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
役
不
足

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
お
許
し
く
だ
さ
い
。

簡
単
で
す
が
㆒
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
㆒
年

間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

7R-1ZC

清遠　和身
（高知鏡川）

7R-2ZC

府川　㆒
（土佐山田）

7R-3ZC

門脇　茂利
（高知安芸）

8R-1ZC

三居　誠
（徳島すだち）
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充
実
の
㆒
年
間
を
終
え
て

　

今
期
、
石
井
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
ゾ
ー
ン
・
チェア

パ
ー
ソ
ン
お
よ
び
地
区
G
A
T
新
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
を
拝
命
し
、
さ
ら
に
3
3
6
複
合

地
区
で
は
会
則
お
よ
び
付
則
・
運
営
マ
ニュ
ア

ル
編
集
副
委
員
長
、
そ
し
て
徳
島
み
ら
い
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
し
て
、
四
役
を
兼

務
す
る
多
忙
な
㆒
年
と
な
り
ま
し
た
。
な

か
で
も
徳
島
み
ら
い
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を

チ
ャ
ー
タ
ー
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大

き
な
実
績
で
あ
り
貴
重
な
経
験
を
積
む
事

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
㆒
年
を
通
じ
て
全
国
の
ラ
イ
オ
ン

ズ
メ
ン
バ
ー
と
交
流
が
で
き
、
多
く
の
友
が
増

え
た
こ
と
も
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
期
、「
み
ら
い
」
と
名
の
つ
く
ク
ラ

ブ
が
3
3
6
―
A
地
区
に
三
つ
誕
生
し
た
こ
と

も
希
望
の
光
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ガ
バ
ナ
ー
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
ウ
ィ
サ
ー

ブ
」
を
胸
に
、
今
後
も
ク
ラ
ブ
の
発
展
と
地
域

へ
の
奉
仕
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
㆒
年
に
感
謝
、
感
謝

　

８
Ｒ
―
２
Ｚ
Ｃ
の
任
期
も
間
も
な
く
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
各
ク
ラ
ブ
の
会
長

は
じ
め
会
員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

上
期
は
各
ク
ラ
ブ
へ
の
例
会
訪
問
に
多
く

の
時
間
を
割
き
ま
し
た
が
、
各
ク
ラ
ブ
の
会

員
の
皆
様
と
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
訪
問
時
に
は
、
各
ク
ラ

ブ
の
現
状
や
悩
み
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
会

員
減
少
や
高
齢
化
等
の
直
面
し
て
い
る
問
題

に
、
各
ク
ラ
ブ
が
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

　

例
会
訪
問
は
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各

ク
ラ
ブ
の
特
徴
あ
る
奉
仕
、
ク
ラ
ブ
運
営
、

会
員
同
士
の
絆
な
ど
を
知
る
良
い
機
会
で
も

あ
り
、
Ｚ
Ｃ
の
良
き
学
び
の
場
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
Ｚ
Ｃ
と
し
て
何
か
を
成
し
え
た

か
と
問
わ
れ
る
と
、
何
も
で
き
な
か
っ
た
、

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

先
の
年
次
大
会
で
否
決
さ
れ
た
地
区
独

立
問
題
に
関
し
て
も
、
８
Ｒ
―
２
Ｚ
に
意
見

交
換
の
場
を
設
け
、
活
発
な
討
論
を
す
れ

ば
良
か
っ
た
、
と
悔
や
ん
で
お
り
ま
す
。

　

Ｚ
Ｃ
に
は
、
か
つ
て
経
験
し
た
地
区
委
員

長
や
地
区
委
員
と
は
全
く
違
っ
た
役
割
や
意

義
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
た
㆒
年
と

な
り
ま
し
た
。

　

齋
藤
Ｒ
Ｃ
を
は
じ
め
地
区
委
員
の
皆
様
に

多
く
の
手
助
け
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝

し
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
‼

㆒
年
を
振
り
返
っ
て

　

石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
自

信
と
誇
り
を
も
っ
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」、
キ
ー

ワ
ー
ド
「
躍
進
」
を
日
々
思
い
返
し
な
が

ら
こ
の
㆒
年
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
マ
ン
と
し
て
の
職
責
を
十
分
に

果
た
せ
た
の
か
、
自
問
自
答
し
て
い
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。

　

７
月
の
第
㆒
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
を
皮

切
り
に
リ
ジ
ョ
ン
会
議
・
諮
問
委
員
会
な
ど

各
種
会
議
へ
の
出
席
な
ど
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
９
R
―
２
Z
各
ク
ラ

ブ
へ
の
例
会
訪
問
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
お

り
、
各
ク
ラ
ブ
の
個
性
的
な
例
会
ま
た
、
各

ク
ラ
ブ
の
方
々
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
つ
い
て
の
思

い
な
ど
を
多
少
で
も
語
り
あ
え
た
こ
と
が
私

に
と
っ
て
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
益
々
の

発
展
と
各
ク
ラ
ブ
会
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
、

ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　

㆒
年
間
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

9R-2ZC

赤星　朝彦
（神　山）

8R-2ZC

関　勝美
（徳島中央）

9R-1ZC

㆒宮　昭夫
（北　島）

私たちはニーズのある世界に奉仕しています。

思いやりを一つずつ行動へ。
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地
区
G
A
T
・
G
M
A
・
会
則
・
m
i
s
s
i
o
n
1
･
5

委
員
長
と
し
て
の
㆒
年
は
、
各
分
野
に
わ
た
る
幅
広
い

役
割
を
担
う
中
で
、
多
く
の
気
づ
き
と
学
び
が
あ
り

ま
し
た
。

　

G
A
T
活
動
で
は
各
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
意
識
し
、

G
M
A
で
は
会
員
増
強
に
向
け
た
具
体
的
な
提
案
と
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

　
m
i
s
s
i
o
n
1
･
5
の
大
き
な
目
標
に
対
し
て
各

ク
ラ
ブ
が
未
来
を
見
据
え
た
強
靭
な
組
織
造
り
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
持
つ
力
と
可
能

性
を
再
確
認
す
る
㆒
年
と
な
り
ま
し
た
。
思
う
よ
う

に
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、各
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
方
々
や
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
、

大
き
な
前
進
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
経
験
を
活
か
し
、

さ
ら
な
る
奉
仕
と
発
展
に

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

㆒
年
間
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
㆒
年
を
振
り
返
る

退
任
の
挨
拶

　

令
和
6
年
5
月
11
日
「
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
」
で
の

地
区
役
員
・
委
員
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
早
く
も

㆒
年
が
過
ぎ
、
こ
の
時
間
の
経
過
の
早
さ
に
少
し
驚
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

石
井
ガ
バ
ナ
ー
の
元
、
青
少
年
・
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
・
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
長
を
拝
命
し
、
そ
の
担
当
内
容
の

多
さ
に
、
果
た
し
て
自
分
に
こ
の
様
な
業
務
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
と
、
そ
の
心
配
が
㆒
番
最
初
に
頭
に
浮
か

び
ま
し
た
。
委
員
長
は
初
め
て
の
経
験
で
、
右
も
左
も

わ
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
。

　

最
初
に
行
っ
た
、各
ク
ラ
ブ
へ
の
奉
仕
活
動
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
に
行
わ
れ
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
の
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
及
び
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
も
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

エ
ス
ト
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
ク

ラ
ブ
に
は
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
ご
指
導
を
頂
い

た
方
々
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
薬
物
乱
用
防
止
教
育
認
定
講
師
養
成
講

座
で
は
、
各
リ
ジ
ョン
に
て
、
3
3
6
―
Ａ
地
区
全
て
の
リ

ジ
ョン
で
開
催
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
の
集
計
、
審
査
等
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
お
い
て
は
集
中
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
り
、
色
々
な
所
で
元
ガ
バ
ナ
ー
の
皆
様
や

各
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
お
話
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
様
に
多
く
の
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
本
当
に
有
意
義
で
楽
し
い
㆒
年
で
あ
り
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
71
回
年
次
大
会
の
準
備
の
た
め
、
５
R
の
各
ク
ラ
ブ・

次
期
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
・
ス
タ
ッ
フ
よ
り
集
め
ら
れ
た
人
は

選
り
す
ぐ
り
の
方
々
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
し
て
年
次
大

会
の
お
よ
そ
㆒
年
半
前
か
ら
、
そ
の
活
動
は
ス
タ
ー
ト

し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
石
井
ガ
バ
ナ
ー
・
エ
レ
ク
ト
よ
り
、
委
員

長
就
任
の
話
を
う
け
た
時
、
２
つ
3
つ
問
題
が
あ
る
と

感
じ
た
。
先
ず
80
歳
と
な
っ
た
私
の
年
齢
で
あ
る
。
い

つ
倒
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
わ
が
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
気
心
の
知
れ
て
い
る
武
林
正
樹
（
元

Z
C
）
氏
を
、
大
会
事
務
局
長
に
つ
け
て
欲
し
い
と
要

望
し
ま
し
た
。

　

も
う
㆒
つ
問
題
点
は
会
場
が
狭
い
た
め
、
ガ
バ
ナ
ー
晩

餐
会
を
開
く
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
参
加
者
全

員
を
大
ホ
ー
ル
に
収
容
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

晩
餐
会
を
中
止
し
、
５
R
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々
は
大
ホ
ー

ル
で
の
席
は
無
い
こ
と
を
周
知
し
、
そ
の
間
は
立
見
か
、

懇
親
会
場
の
方
で
、
ビ
ー
ル
で
も
飲
ん
で
い
て
も
ら
お
う

と
い
う
こ
と
で
互
い
に
了
解
し
た
。

　

も
う
㆒
点
が
天
候
・
・
・
雨
が
降
っ
た
ら
の
問
題
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
事
は
私
の
力
が
及
ば
な
い
こ
と
で
あ

る
。
し
か
た
が
な
い
の
で
、
ガ
バ
ナ
ー
に
よ
く
お
願
い
し

て
お
き
ま
し
た
。
結
果
は
、
作
戦
成
功
で
し
た
。
当
日

は
快
晴
。
き
っ
と
、
ガ
バ
ナ
ー
が
お
天
道
様
に
よ
く
頼
ん

で
く
れ
た
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
年
次
大
会
委
員
役
員
の
御
苦
労
に
感
謝

致
し
ま
す
。

こ
の
㆒
年
を
振
り
返
っ
て

第
71
回
地
区
年
次
大
会

大
会
委
員
長

内
海
　
武
彦

（
多
度
津
）

青
少
年
・
L
C
I
F
・

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
会

　

委
員
長
　
曽
根
　
昭
㆒

（
三　

豊
）

G
A
T
・
G
M
A
・
会
則
・

　
m
i
s
s
i
o
n
1
・
5
委
員
会

　

委
員
長　
大
河
内
　
孝

（
観
音
寺
）

地区年次大会・チーム・常設委員会
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Y
C
E
委
員
長
を
経
験
し
て

ア
ラ
ー
ト
委
員
長
と
し
て
の
㆒
年

　

約
６
年
前
か
ら
大
流
行
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
Y
C
E
活
動
で

す
が
、
2
0
2
4
―
2
0
2
5
年
度
が
始
ま
る
半
月
前

に
複
合
地
区
で
次
期
Y
C
E
委
員
長
に
決
ま
って
お
ら
れ

た
小
銭
委
員
長
の
強
い
意
志
で
、
Y
C
E
活
動
の
再
開

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

中
止
す
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
す
が
、
長
い
間
休
止

し
て
き
た
活
動
を
再
開
す
る
と
な
る
と
、
想
像
以
上
に

周
囲
の
協
力
と
理
解
が
必
要
で
し
た
。
特
に
単
ク
ラ
ブ
に

よ
っ
て
は
ク
ラ
ブ
内
で
予
算
を
取
っ
て
い
な
い
と
か
、
準
地

区
に
お
い
て
も
様
々
な
問
題
が
あ
っ
た
み
た
い
で
す
。

　

今
ま
で
Y
C
E
活
動
の
経
験
が
な
か
っ
た
私
で
す
が
、

複
合
の
委
員
長
・
副
委
員
長
ま
た
他
の
準
地
区
の
委
員

長
さ
ん
よ
り
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
地
区
委
員
さ
ん

や
力
を
貸
し
て
頂
い
た
単
ク
ラ
ブ
の
協
力
に
よ
り
、
今
年

度
冬
期
か
ら
再
開
さ
れ
た
Y
C
E
生
の
受
け
入
れ
も
成

功
裡
に
お
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Y
C
E
活
動
に
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
オ
の
存
在
は

不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー
の
減
少
を

く
い
止
め
る
方
法
の
㆒
つ
と
し
て
、
高
校
生
や
大
学
生
の

う
ち
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
関
り
を
持
って
も
ら
い
、
大

人
に
な
っ
た
時
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
い
た
だ

く
事
が
理
想
と
考
え
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
期
を
ま
た
い
で
続
い
て
い
く
Y
C
E
活
動

に
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

3
3
6
―
A
地
区
に
ア
ラ
ー
ト
に
関
す
る
チ
ー
ム
が
で

き
て
３
年
目
と
な
る
今
期
、
い
ろ
い
ろ
活
動
を
実
践
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

㆒
つ
は
、
昨
年
11
月
23
日
に
3
3
6
―
A
地
区
で
初
め

て
「
地
区
ア
ラ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を
香
川
県
宇
多
津
町

で
開
催
し
ま
し
た
。
香
川
大
学
の
野
々
村
教
授
に
よ
る

講
演
、
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
ア
ラ
ー
ト
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
行
な
い
、
3
3
6

―
A
地
区
を
中
心
に
約
1
6
0
名
が
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。能
登
半
島
な
ど
の
被
災
地
で
活
動
し
た
日
本
ア
ラ
ー

ト
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
の
関
係
づ
く
り
や
ア
ラ
ー
ト
へ
の

啓
蒙
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
１
日
の
防
災
の
日
に
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
「
ア
ラ
ー
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
実
施
の
準
備
と
し
て
、
各
ク
ラ
ブ
、
各
ゾ
ー
ン
、
各

リ
ジ
ョン
、
ア
ラ
ー
ト
委
員
会
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
グ
ル
ー
プ
で
つ
な
ぎ
、
速
や
か
な
安
否
確
認
訓
練
を

実
施
で
き
ま
し
た
。

　

2
0
2
5
年
１
月
、
政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
か
ら

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
が
今
後
30
年
以
内
に
起
き
る

確
率
を
「
70
％
か
ら
80
％
」
を
「
80
％
程
度
」
に
引
き

上
げ
る
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ア
ラ
ー
ト
委
員
会
の
活
動
を
踏
ま
え
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
各
種
災
害
に
速
や
か
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
、「
地
区
ア
ラ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」

や
「
ア
ラ
ー
ト
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
」
を
充
実
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
か
っ
た
一
年

　

環
境
保
全
・
保
健
福
祉
委
員
会
で
は
従
来
か
ら
の
継

続
事
業
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
S
D
G
s
の
17
の
目
標
を

念
頭
に
掲
げ
実
践
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
初
か
ら
の
計
画
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
N
P
O

法
人
遍
路
と
お
も
て
な
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
、
地
区

ガ
バ
ナ
ー
宛
に
「
第
10
回
㆒
日
㆒
斉
お
も
て
な
し
遍
路

道
ウ
ォ
ー
ク
」
の
要
請
が
あ
り
、
当
委
員
会
で
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
四
国
な
ら
で
は
の
遍
路
道
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な
が
ら
の
美
化
活
動
と
い
う
こ
と
で
、

私
が
理
想
と
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
の

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
当
日
は
㆒
日
快
晴
で
、
四
国
で
㆒
斉

に
同
じ
作
業
が
で
き
た
こ
と
に
、
私
も
と
て
も
良
い
体
験

と
な
り
ま
し
た
。㆒
人
㆒
人
が
環
境
へ
の
意
識
を
高
め
て
、

率
先
し
て
公
共
ト
イ
レ
、
河
川
な
ど
の
清
掃
活
動
に
こ

れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
の
分
野
で
は
四
献
運
動
を
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
急
速
に
増
加
し
て
い
る
糖
尿
病
に
つ
い
て

も
例
会
や
研
修
会
で
時
間
を
と
っ
て
啓
発
活
動
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

今
回
委
員
長
を
拝
命
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
環
境
保
全
・

保
健
福
祉
分
野
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
会
合
に
出
席
し
た
際
に
多
く
の
人
た
ち
と
の

交
流
も
深
ま
り
、
と
て
も
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
㆒
年
間
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Y
C
E
・
国
際
関
係
・

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
オ
委
員
会

委
員
長
　
泉
川
　
道
広

（
坂
出
白
峰
）

ア
ラ
ー
ト
委
員
会

委
員
長
　
出
射
　
隆
文

（
高
松
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

環
境
保
全
・

　

保
健
福
祉
委
員
会

　

委
員
長
　
東
條
　
仁

（
こ
ん
ぴ
ら
）

チーム・常設委員会
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百石交差点

香美市長よりの感謝状

杉田ダム警察前前行公民館前

土佐山田ライオンズクラブ 会長 川添　清

一年を振り返って

　ライオンズの看板を塗替えられないかとの要望が婦人会や市役所からあったが、会員数９名（実働６
名）では予算もないので、お断りをせざるを得なかった。LCIFの地区シェアリング活用の事を聞いていた
ので、地区名誉顧問に相談をしたところ地域の為になるのなら活用も可能だろうとの助言を得た。資金の
見通しが立つのならと思い計画を立てた。
　結成記念として設置され60年間市民の安全を見守っている
交通安全アーチや百石交差点の三角塔、香北町入口の杉田ダム
にある三角塔、前行公民館前の市道脇に立つ交通安全啓発看板
など劣化がひどかった。会員が60名いた当時の周年記念事業と
して設置され、設置後交通安全協会や警察署へ管理等を移管し
た物であった。
　南国警察署を訪れ、塗替えの話をすると大変喜んでくれた。
近年交通死亡事故が有り交通安全啓発を希望していたようで
あった。当初撤去を検討中といわれた交通安全協会も塗替えを
承諾してくれた。15,000＄を地区シェアリング交付金として申請
をした。当初計画の240万円は為替レートの関係か215万円で
交付された。会員が出来る作業を支援し、工事業者の繁忙期を
避け３月下旬の完成となった。
　折しもNHKの朝ドラで“あんぱん”が始まりやなせたかし先生
顕彰事業を実施していくためのシンボルとなるキービジュアル
を使用させてもらった看板は、先生のふるさとである香美市を
「愛と勇気の物語のまち」として市民と共に盛り上げ、小さくて
も出来るライオンズの底力をアピールすることが出来た。
　この事業は香美市長からクラブ及び地区ガバナーへ感謝状を
頂いた。

土佐山田ライオンズクラブ 

特別寄稿
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1
R
︱
3
Z　

松
山
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
宮
川
　
晶
子

2
R
︱
3
Z　

四
国
中
央
法
皇
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
三
宅
　
美
隆

Anniversary

Anniversary

　
一
九
八
〇
年
、
多
く
の
同
志
が
思
い
を
一
つ
に

四
国
中
央
法
皇
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ

早
く
も
四
十
五
年
が
経
過
致
し
ま
し
た
。

　
二
〇
二
五
年
三
月
四
日
、
結
成
四
十
五
周
年
記

念
例
会
は
、
塩
崎
Ｒ
Ｃ
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
の

伊
予
三
島
Ｌ
Ｃ
玉
井
会
長
を
は
じ
め
多
く
の
ご
来

賓
の
御
臨
席
を
賜
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
四
十
五
年
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
三
十
周

年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
み
つ
ま
た
の
里
」
の

整
備
事
業
を
地
元
で
和
紙
工
房
を
営
む
大
西
満
王

様
へ
ひ
と
つ
の
節
目
と
し
て
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

今
後
の
大
西
様
の
み
つ
ま
た
大
使
と
し
て
の
御
活

躍
を
祈
念
致
し
ま
す
。

　
二
月
十
一
日
に
は
四
国
中
央
市
立
中
学
校
男
女

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
四
十
五
周
年
記
念
大

会
と
し
て
開
催
し
、
参
加
者
全
員
に
記
念
品
を
贈

呈
致
し
ま
し
た
。
ま
た
み
し
ま
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

児
童
福
祉
支
援
と
し
て
児
童
用
図
書
九
十
五
冊
、

絵
本
百
冊
を
寄
贈
し
、
二
月
二
十
一
日
、
四
国
中

央
市
長
を
表
敬
訪
問
し
大
会
委
員
長
よ
り
図
書
目

録
を
贈
呈
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
当
日
に
は

市
内
で
子
育
て
支
援
を
多
方
面
で
行
わ
れ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ベ
ビ
＆
マ
マ
サ
ポ
」
の
代
表
髙
橋

す
み
代
様
を
ご
招
待
し
子
育
て
支
援
金
を
贈
呈
致

し
ま
し
た
。
受
川
大
会
委
員
長
の
も
と
会
員
が
一

致
団
結
し
、
記
念
事
業
を
無
事
、
実
施
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
元
に
望
ま
れ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
な

ら
で
は
の
奉
仕
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で

皆
様
の
御
協
力
、
御
支
援
の
程
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

四国中央法皇ライオンズクラブ
結成45周年記念式典

松山中央ライオンズクラブ
結成6０周年記念式典

　
令
和
7
年
5
月
25
日
、
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
、
松
山
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
C
N
60
周
年
記
念
式
典
並
び
に
祝
宴
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
来
賓
の
皆
様
、
1
R

の
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
様
、
姉
妹
提
携
友
好
ク
ラ
ブ
の
皆
様
、
そ
し
て
、
ク
ラ
ブ
会
員
を

合
わ
せ
、
式
典
1
9
2
名
、
祝
宴
は
1
9
6
名
が
出
席
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
約
2

年
前
に
大
会
委
員
長
が
決
ま
り
、
2
年
間
、
記
念
事
業
の
計
画
及
び
実
行
、
記
念
誌
の
発
行
、

記
念
式
典
・
祝
宴
の
準
備
、
姉
妹
提
携
ク
ラ
ブ
の
お
も
て
な
し
の
準
備
と
4
つ
の
実
行
委
員
会

に
分
か
れ
て
議
論
を
重
ね
、
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
中
山
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
幹
事
代
行
の
長
野
Ｌ
の
司
会
で
式

典
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
ご
挨
拶
、
物
故
会
員
へ
の
黙
と
う
、
愛
媛
県
知
事
中
村
時
広
様
、

3
3
6
-Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
石
井
淑
雄
様
の
ご
祝
辞
と
進
み
、
今
回
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
金

沢
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
と
の
姉
妹
提
携
の
調
印
式
に
入
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会

長
が
壇
上
で
サ
イ
ン
し
た
姉
妹
ク
ラ
ブ
締
結
盟
約
書
を
交
わ
し
、
会
場
の
皆
様
に
ご
披
露
し
、

金
沢
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
の
ご
紹
介
ビ
デ
オ
が
流
れ
た
と
き
に
は
、
感
激
も
ひ
と
し
お

で
し
た
。
そ
の
後
、
C
N
60
周
年
記
念
事
業
の
ビ
デ
オ
紹
介
並
び
に
第
三
実
行
委
員
長
の
近

藤
Ｌ
に
よ
る
説
明
、そ
し
て
最
後
に
、お
世
話
に
な
っ
た
御
来
賓
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
と
チ
ャ
ー

タ
ー
メ
ン
バ
ー
吉
田
Ｌ
へ
の
表
彰
状
の
授
与
で
、
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
会
場
を
移
し
て
の
、
祝
宴
の
開
催
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
北
川
聖
子
様
、

N
i
k
o
様
、
西
浦
琉
様
ら
に
よ
る
「
花
魁
」
の
舞
。
大
阪
万
博
の
開
会
式
で
も
ご
披
露
さ

れ
た
舞
で
す
が
、壇
上
に
設
置
さ
れ
た
大
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
映
像
と
、

実
物
の
「
舞
」
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
演
出
で
、
会
場
中
が一瞬
に
し
て
引
き
込
ま
れ
、

み
ん
な
の
目
が
釘
付
け
に
な
り
ま
し
た
。
第
㆒
副
会
長
河
本
Ｌ
に
よ
る
ご
挨
拶
の
後
、
松
山

市
長
野
志
克
人
様
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
い
よ
い
よ
お
楽
し
み
の
乾
杯
。
お
食
事
は
、
愛

媛
県
の
地
酒
と
て
ん
ぷ
ら
も
準
備
し
て
、
み
ん
な
で
お
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
参
加
さ
れ
た

皆
様
が
あ
ち
こ
ち
で
盛
り
上
が
り
、
会
場
の
雰
囲
気
は
最
高
潮
に
。
そ
し
て
最
後
に
、
歌
手

の
N
i
c
o
さ
ん
が
歌
う
竹
内
ま
り
や
さ
ん
の
「
人
生
の
扉
」
を
バ
ッ
ク
に
、
松
山
中
央
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
が
少
し
ず
つ
壇
上
に
あ
が
っ
て
㆒
緒
に
歌
い
、
最
後
は
、
大
会
副
委
員
長

の
森
Ｌ
が
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
ス
ピ
ー
チ
し
て
、
会
員
㆒
同

で
お
礼
を
述
べ
､
第
二
副
会
長
早
川
Ｌ
の
ロ
ー
ア
で
、
祝
宴
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
ご
満
足
い
た
だ
け
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
式
典
・
祝
宴
に
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
様
に
お
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
時
間
を
か
け
て
準
備
し
て
く
れ
た
、
松

山
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
様
に
も
、
心
か
ら
お
礼
を
言
い
た
い
で
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
松
山
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
1
0
0

名
の
絆
を
実
感
で
き
る
記
念
式
典・祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
奉
仕
活
動
に
邁
進
し
、

地
域
に
愛
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
と
し
て
前
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

60th

45th

式典 調印式

周年記念式典
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2
R
︱
3
Z　

川
之
江
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

2
R
︱
4
Z　

西
条
石
鎚
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
白
石
　
圭
史
郎

Anniversary

Anniversary

　

我
々
、
川
之
江
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は

1
9
9
1
年
に
川
之
江
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ス

ポ
ン
サ
ー
に
よ
り
結
成
し
、
今
期
35
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　
結
成
当
初
、
64
人
い
た
メ
ン
バ
ー
も
35
年
の
時

の
長
さ
に
よ
り
、
チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
の
在
籍

は
昨
年
で
残
念
な
が
ら
無
く
な
り
、
ク
ラ
ブ
運
営

の
基
盤
と
な
る
会
員
数
も
影
響
を
受
け
結
成
時
か

ら
は
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
な
お
形
や
規
模
に
こ
だ
わ
ら
ず
奉
仕

を
続
け
て
い
く
の
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
に
は
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
存
続
す
る
意
義
が
あ
り
今
日

で
は
そ
の
貢
献
度
か
ら
認
め
ら
れ
る
存
在
に
な
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
35
周
年
の
記
念
事
業
で
は
減
少
傾
向
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
見
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

川
之
江
こ
ど
も
園
へ
遊
具
の
贈
呈
を
行
い
、
5
月

22
日
に
は
四
国
中
央
市
の
大
西
市
長
に
も
御
臨
席

を
頂
き
、
現
地
に
て
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
が
い
な
く
な
っ
た
35
周

年
を
大
き
な
節
目
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
川
之
江
中

央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
第
2
章
が
始
ま
る
と
い

う
決
意
の
も
と
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
な
が
ら

ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
を
漸
進
さ
せ
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
西
条
石
鎚
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
1
9
9
0

年
3
月
4
日
に
西
条
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
ス
ポ

ン
サ
ー
と
し
て
設
立
さ
れ
、
35
年
の
時
を
刻
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
地
域
文
化
の
向
上
に
向
け

て
、
社
会
奉
仕
、
文
化
活
動
、
そ
し
て
青
少
年
育

成
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
未
曾
有

の
事
態
が
私
た
ち
の
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
活
動
も
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
私
た
ち
は
、「
薬
物
乱
用
防
止
教
室
」

の
開
催
や
、
会
員
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
よ
る
「
子
供
た

ち
に
贈
る
夢
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
な
ど
、
文
化
活
動

や
青
少
年
育
成
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

35
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
は
、「
西
条
市
中

体
連
総
合
体
育
大
会
」
の
柔
道
競
技
に
優
勝
旗
を

寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
寄
贈
に
よ
り
、
西
条

市
合
併
以
降
20
年
間
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
優

勝
旗
が
、
同
大
会
全
競
技
に
お
い
て
統
一
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
寄
贈
が
青
少
年
の
健

全
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま

す
。

　
「
W
e 

s
e
r
v
e
」（
我
々
は
奉
仕
す
る
）
の

理
念
を
胸
に
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
会
員
と
し
て
の
誇
り

を
持
ち
、
さ
ら
な
る
社
会
奉
仕
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
最
後
に
、
各
位
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
引
き
続
き
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

川之江中央ライオンズクラブ
結成35周年記念例会

西条石鎚ライオンズクラブ
結成35周年記念式典

35th

35th

遊具

遊具贈呈 記念例会

贈呈式

周年記念式典
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3
R
︱
1
Z　

大
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

3
R
︱
1
Z　

宇
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
実
行
委
員
長
　
正
司
　
哲
浩

Anniversary

Anniversary

大洲ライオンズクラブ
結成65周年記念式

宇和ライオンズクラブ
結成65周年記念式典

　
令
和
7
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
た
大
洲
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
1
月
10
日
に
結
成
65
年
を
記
念

し
て
記
念
式
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
年
は
昭
和
49
年
よ
り
姉
妹
ク
ラ
ブ

提
携
を
結
ん
で
い
る
滋
賀
県
高
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
と
の
交
流
の
年
で
も
あ
り
、
大
洲
╱
高
島
交

流
例
会
も
兼
ね
ま
し
た
。

　
今
回
は
家
族
新
年
例
会
の
流
れ
の
中
で
式
典
が

行
わ
れ
、
祝
宴
は
来
賓
や
会
員
の
家
族
を
迎
え

て
、
多
く
の
景
品
を
用
意
し
て
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
、
大
変
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
事
業
と
し
て
、

①�

国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の
家
へ
の
屋
外
研
修
施

設
整
備
協
賛
金

②�

チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
桝
田
與
一
氏
川
柳
百
選

「
一
世
紀
の
つ
ぶ
や
き
」
1
0
0
部
制
作

③�

国
境
な
き
医
師
団
へ
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
復
興
支
援

募
金
」
の
寄
付
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
次
の
70
周
年
に
向
け
て
諸
先
輩
の

築
か
れ
た
歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
、「
W
e�

S
e
r
v
e
」
の
精
神
を
モ
ッ
ト
ー
に
地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
宇
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
35
年
12
月

2
日
、
八
幡
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ン

サ
ー
で
四
国
16
番
目
、
市
部
を
除
き
最
初
の
ク
ラ

ブ
と
し
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
来
65
年
の
歳
月
、
こ
こ
に
「
結
成
65
周
年
記

念
式
典
」
を
、
桜
花
爛
漫
の
令
和
7
年
4
月
13
日

に
西
予
市
長
管
家
一
夫
様
を
始
め
、
多
数
の
関
係

ご
来
賓
・
3
R
―
R
C
・
3
R
―
1
Z
ク
ラ
ブ
の

方
々
の
ご
参
加
を
頂
き
、
感
謝
状
贈
呈
・
記
念
事

業
報
告
等
盛
大
に
挙
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

式
典
ま
で
の
道
の
り
は
、
3
3
6
―
A
地
区

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
か
ら
の
適
切
な
ご
指
導
と
ご
助
言

を
頂
き
「
W
e　
S
e
r
v
e
」
の
精
神
で
積
み

重
ね
た
集
大
成
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
「
積
み
重
ね　
足
跡
残
す　
桜
花
郷
」、
歴
代
会

長
を
始
め
、
ク
ラ
ブ
員
の
千
本
桜
植
樹
・
献
血
協

力
・
海
岸
清
掃
等
は
、
ま
さ
に
宇
和
ラ
イ
オ
ン
ズ

を
美
し
く
桜
色
に
染
め
、
最
高
の
仲
間
と
祝
う
式

典
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、「
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

誓
い
」を
仲
間
と
と
も
に
培
い
精
進
い
た
し
ま
す
。

65th

絵本の贈呈

65th

感謝状贈呈来賓集合写真

周年記念式典
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4
R
︱
2
Z　

高
松
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
十
河
　
孝
浩

4
R
︱
2
Z　

高
松
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

証
認
50
周
年 

大
会
委
員
長
　
多
田
　
登
美
子

Anniversary

Anniversary

○
高
松
サ
ン
ポ
ー
ト
（
多
目
的
広
場
南
側
）

　
ポ
ー
ル
式
時
計
寄
贈

　

�

ア
リ
ー
ナ
の
落
成
に
伴
い
地
域
の
皆
さ
ま
の
憩

い
の
場
に
「
時
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
長
く
親

し
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
の
記
念
事
業
で
す
。

○
会
員
増
強
・
支
部
2　
18
名
の
会
員
増
強

　
支
部
2　
K
F
C
支
部
（
釣
り
俱
楽
部
）

　
　
　
　
　
K
D
C
支
部
（
愛
犬
俱
楽
部
）

○
M
J
F
献
金　
　
1
0
0
0
＄
14
名

　
L
C
I
F
献
金　
1
0
0　
＄
10
名

　
20
＄
5
名
（
正
会
員
全
員
参
加
）

○�

献
血
活
動　
月
一
回
（
年
間
12
回
）
4
月
末
時

点
で
献
血
者
数
６
５
３
名

○�

さ
ぬ
き
満
月
ま
つ
り
協
賛

　

�

子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
「
世
界
に
一
つ
だ
け

の
T
シ
ャ
ツ
」
展

○
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
収
集
活
動

　

�

会
員
の
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
な
ど
を
フ
ー

ド
バ
ン
ク
へ
渡
す

　

�

フ
ー
ド
バ
ン
ク
が
子
ど
も
食
堂
な
ど
必
要
と
し

て
い
る
家
庭
に
配
る
流
れ
を
作
り
ま
し
た
。

☆�

50
周
年
を
記
念
し
て
い
く
つ
か
の
意
義
あ
る
記

念
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
未
来
を
見
据

え
た
会
員
増
強
活
動
、
支
部
活
動
を
入
れ
、
新

た
な
仲
間
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

☆�

世
界
中
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
む
人

道
支
援
活
動
の
一
助
に
な
る
べ
く
、
M
J
F
献

金
、
L
C
I
F
献
金
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

☆�

地
域
社
会
に
お
い
て
は
、
継
続
的
な
献
血
活
動

を
通
じ
て
命
を
つ
な
ぐ
支
援
を
行
い
、
多
く
の
市

民
の
方
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

★
第
71
回
地
区
年
次
大
会
で
、

　
香
西
幸
博
会
長　
「
国
際
会
長
の
メ
ダ
ル
受
賞
」

★
第
71
回
複
合
年
次
大
会
で
、

　

�

高
松
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　
「
国
際
会
長
よ
り

感
謝
状
授
与
」

　
香
西
幸
博
会
長
檀
上
に
て
受
賞

　
意
義
深
い
認
証
50
周
年
記
念
事
業
を
み
ん
な
の

力
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
高
松
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
認
証
50
周
年
記
念
事
業
を
目
標
達
成
★

　
私
共
高
松
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
去
る
令
和
7
年
2
月
23
日
、
高
松
国

際
ホ
テ
ル
「
瀬
戸
の
間
」
に
お
き
ま
し
て
、
池
田
香
川
県
知
事
、
大
西
高
松
市

長
、
石
井
地
区
ガ
バ
ナ
ー
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
、
姉
妹
ク
ラ
ブ
、
友

好
ク
ラ
ブ
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
、
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
ご
出
席
を
賜

り
、
約
2
0
0
名
近
い
方
々
の
ご
参
加
を
頂
き
、
結
成
60
周
年
記
念
式
典
を
盛

大
に
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
60
周
年
に
向
け
て
ク
ラ
ブ
で
は
、
植
田
大
会
委
員
長
を
中
心
に
約
1
年

前
か
ら
開
催
に
向
け
て
様
々
な
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
5
年
前
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
55
周
年
記
念
式
典
が
開
催
で
き
ず
、
10
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
こ

の
記
念
式
典
を
経
験
し
て
い
る
方
が
5
名
し
か
お
ら
ず
、
何
も
わ
か
ら
な
い
状

況
の
中
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
先
輩
方
、
現
役
メ
ン
バ
ー
に
支
え

て
頂
き
な
が
ら
、
少
し
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
高
松
東
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
ら
し
い
記
念
式
典
が
挙
行
で
き
た
事
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
式
典
で
し
た
ね
、
良
か
っ
た
よ
」
と
い
っ
た
、

言
葉
を
沢
山
か
け
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
全
身
全
霊
で
Ｗ
e 

S
e
r
v
e
』、
会
長
方
針
『
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
、
そ
し
て
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
達
の
為
の
社
会
奉
仕
』
を

掲
げ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
が
ず
っ
と
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ

う
、
そ
し
て
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
に
援
助
を
し
よ
う
、
そ
れ
が
私
達
の
使
命

感
で
あ
る
と
い
う
志
を
持
っ
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
方
針
に
基
づ

い
た
記
念
事
業
も
実
行
で
き
た
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
絆
、
結
束
力
が
深

ま
っ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

高
松
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
を
目
指
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
地
域
貢
献
活
動
、
社
会
奉
仕
活
動
に
尽
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
厚
情
に
改
め
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今

後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高松東ライオンズクラブ
結成6０周年記念式典

高松西ライオンズクラブ
認証50周年記念事業50th

60th

ポール式時計を寄贈会員増強 支部 入会式献血推進アクティビティ

周年記念式典

23



5
R
︱
1
Z　

坂
出
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
原
　
禎
典

Anniversary
　
本
年
度
は
ク
ラ
ブ
結
成
65
周
年
を
迎
え
、
ま
た
、
同
じ
ゾ
ー
ン
の
坂
出
白
峰

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
を
中
心
と
し
た
年
次
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
本
当
に
行

事
の
多
い
年
で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
・
計
画
に
始
ま
り
、
式
典
で
終
わ
っ

た
様
な
気
が
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
４
月
29
日
坂
出
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
県
内
外
か
ら
1
2
0
名
程

の
方
々
を
お
迎
え
し
て
結
成
65
周
年
記
念
式
典
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
こ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
記
念
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
香
川
県
立
坂
出
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
へ
寄
付
、

公
益
財
団
法
人
ア
イ
バ
ン
ク
へ
寄
付
、能
登
半
島
支
援
寄
付
、能
登
半
島
支
援
オ
ー

ク
シ
ョ
ン（
２
回
）
を
開
催
す
る
な
ど
人
に
喜
ば
れ
る
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

坂
出
高
校
吹
奏
楽
部
に
つ
い
て
は
祝
宴
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
演
奏
し
て
頂
き
大

変
高
評
価
を
貰
い
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
来
賓
に
は
坂
出
市
長
様
に
も
来
て
頂
き
会
員
相
互
の
密
接
な
連
携
に
よ

る
輝
か
し
い
伝
統
を
確
固
な
る
基
盤
と
し
、
こ
れ
か
ら
も
築
か
れ
る
こ
と
を
信

じ
て
お
り
ま
す
と
の
挨
拶
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
地
区
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
は
５
つ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
さ
れ
た
功
績

を
ほ
め
て
頂
き
、
さ
ら
に
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
高
揚
に
精
進
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
大
変
嬉
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、
当
ク
ラ
ブ
で
し
か
出
来
な
い
特
徴
あ
る
奉
仕

活
動
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
地
域
で
愛
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
と
し
て
発
展
し
て
下

さ
い
、
と
の
事
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
65
周
年
事
業
を
契
機
と
し
、
ワ
ン
チ
ー
ム
で
地
域
の
未
来
に
「
Ｗ
ｅ　

ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
」
そ
れ
を
人
か
ら
人
へ
つ
な
ぐ
思
い
で
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

坂出ライオンズクラブ
結成65周年記念式典

4
R
︱
4
Z　

高
松
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
幹
事
　
丸
山
　
勉
史

Anniversary

高松北ライオンズクラブ
結成2０周年記念事業

　
我
が
高
松
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
も
20
周
年
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
５
年
前
の
15
周
年
の
際
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

記
念
式
典
は
実
施
で
き
ず
、
ま
た
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
記
念
行
事
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
20
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
周
年
行

事
に
つ
い
て
全
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
計
画
を
た
て
実
施
を
い

た
し
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
記
念
式
典
に
つ
い
て

は
、式
典
形
式
で
は
な
く
記
念
例
会
と
し
開
催
し
、

そ
の
分
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
力
を
入
れ
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　
記
念
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
、
子
供
食
堂
へ

の
浴
衣
寄
贈
な
ど
、
12
件
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

行
う
こ
と
に
、山
本
20
周
年
大
会
委
員
長
の
も
と
、

各
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
責
任
者
を
決
め
て
会
員
相

互
で
協
力
し
な
が
ら
進
め
た
結
果
、
な
ん
と
か
計

画
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
実
施
先
の
皆
様
に
は
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
活
動
で
は
な
か
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
3
月
に
は
、
過
去
に
退
会
さ
れ
た
会
員
に

も
声
掛
け
を
し
て
記
念
例
会
を
実
施
し
、
懐
か
し

い
顔
ぶ
れ
が
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
、
和
気
あ
い
あ

い
の
楽
し
い
記
念
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
会
員
一
同
「
W
e�

S
e
r
v
e
」

の
精
神
で
、
25
周
年
に
向
け
新
た
な
気
持
ち
で
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

坂出高校吹奏楽部

唐津大会委員長挨拶 原会長挨拶

65th

20th

周年記念式典
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︱
1
Z　

坂
出
シ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
大
会
委
員
長
　
松
本
　
昌
明

Anniversary
　

風
薫
る
皐
月
、
私
た
ち
坂
出
シ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
は
結
成
15
周
年
を
迎
え
、
5
月
25
日
、

坂
出
市
長 

有
福
哲
二
様
、
3
3
6
―
Ａ
地
区
ガ

バ
ナ
ー
石
井
淑
雄
様
を
は
じ
め
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ

ブ
、
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
臨
席
を
賜

り
式
典
を
厳
粛
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
一
同
大
き
な
喜
び
と
心
か
ら
の
感
謝
の
気
持

ち
を
強
く
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
ご
来
賓
か
ら
の
お
祝
辞
を
頂
き
、

ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
自
動
血

圧
計
の
寄
贈
な
ど
記
念
事
業
の
発
表
お
よ
び
記
念

事
業
目
録
を
坂
出
市
長
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
祝
宴

で
は
、
S
K
G
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
演

奏
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
（
2
0
1
0
年
）
3
月
9
日
に
坂
出

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り
、
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
し
て
四
国
で
2
番
目
に
誕
生
し
、

「
シ
ニ
ア
ら
し
く
」
知
恵
と
汗
を
だ
し
て
の
奉
仕

活
動
に
心
が
け
、
駅
前
清
掃
な
ど
多
く
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
今
日

ま
で
活
動
で
き
ま
し
た
の
は
皆
様
の
ご
支
援
の
お

か
げ
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
新
し
い
仲
間
に
も
呼
び
か
け
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
継
続
し
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く

ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

坂出シニアライオンズクラブ
結成15周年記念式典

8
R
︱
2
Z　

石
井
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
齋
藤
　
翠

Anniversary
　
菖
蒲
、
ツ
ツ
ジ
が
美
し
く
咲
き
誇
る
５
月
８
日

に
、
石
井
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
50
周
年
記
念

例
会
を
「
例
会
場 

き
よ
し
げ
」
に
て
、
さ
さ
や

か
に
会
員
等
で
挙
行
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
新
会
員
２
名
の
入
会
式
を
行
い
、
ま

た
平
成
６
年
度
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
町
内
３

銀
行
（
各
20
本
づ
つ
）
に
置
き
傘
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
、
次

の
半
世
紀
ま
で
、
私
ど
も
石
井
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
は
、
今
後
も
気
持
ち
を
新
た
に
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー
「
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
の
精
神
の

も
と
、
一
致
協
力
し
て
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
を
続

け
る
と
と
も
に
、会
員
も
少
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、

伝
統
の
「
心
の
灯
」
を
消
す
こ
と
な
く
今
後
も
進

ん
で
い
く
決
意
で
す
。

石井ライオンズクラブ
結成5０周年記念例会

15th

50th

血圧計

坂出駅南清掃とらまる人形劇 結成15周年式典

50年史

周年記念式典
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チャーターメンバーへラペルピン授与の様子

ライオンズクラブの歌を斉唱する様子

チャーターメンバー集合写真

認証状入場行進の様子

祝宴開催挨拶の様子

(アトラクション)
阿波踊り有名連の様子

(アトラクション)
参加者全員で乱舞する阿波踊りの様子

チャーターメンバーより寄贈された『未来丸』と
3クラブより寄贈されたクラブ用品

認証状伝達式を盛大に開催
　2025年3月23日（日）、ホテルクレメント徳島において、徳島みらい
ライオンズクラブの認証状伝達式（チャーターナイト）が盛大に開催され
ました。
　本クラブは、地域社会に根ざした奉仕活動を通じて、明るく持続可能な
未来を育むことを理念に掲げ、今年度よりライオンズクラブ国際協会
336-A地区の一員として正式に認証されました。
　式典当日は、石井淑雄地区ガバナーをはじめ、スポンサークラブである
北島ライオンズクラブの皆様、全国各地から多くのご来賓・クラブメン
バーのご出席を賜り、総勢255名・64クラブの皆様にご参加いただき、厳
かな中にも和やかな雰囲気で執り行われました。

　認証状の伝達に続き、チャーターメンバーへのラペルピン
授与が行われ、チャーターメンバー37名（平均年齢40歳）の
若き力が紹介されました。
　続く会長スピーチでは、一宮昭夫会長より、クラブ設立への
感謝とともに、未来へのビジョンを示す力強いメッセージが発
信されました。

徳島みらいライオンズクラブ 

～咲かせよう！輝くみらいに We Serve～

クラブスローガン
『咲かせよう！ 輝くみらいに We Serve』のもと、
今後ますます地域に根差した奉仕活動を積極的に展開していく決意が語られ、
参加者一同がその思いを共有しました。
式典後の祝宴では、和やかな歓談の中でクラブの新たな門出を祝福し、
各クラブとの交流・親睦が深まるひとときとなりました。

MD336会則および・
運営マニュアル編集副委員長

地区GAT新クラブチームメンバー
９R-１ZC 徳島みらいLC会長

一宮　昭夫
（徳島みらい）

9
R
︱
1
Z　

北
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
幹
事
　
片
岡
　
孝
志

Anniversary

北島ライオンズクラブ
結成35周年記念例会

　
２
０
２
５
年
３
月
９
日
（
日
）、
北
島
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
35
周
年
記
念
例
会
を
盛
大
に
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
、

関
係
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
こ
の
場
を
借

り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
ク
ラ
ブ
が
35
年
の
歩
み
を
重
ね
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、

そ
し
て
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
の
奉
仕
の
精
神
に

よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
周
年
事
業
に
お
い
て
は
、
北
島
町
へ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
購
入
費
用
と
し
て
金
一
封
、
徳
島
み
ら
い

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
旗
の
寄
贈
、
北
島

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
北
島
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
活
動
支
援
に
関
し
て
の
協
定
締
結

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
徳
島
み
ら
い
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
結
成
は
、
９

Ｒ
１
Ｚ
に
お
い
て
35
年
ぶ
り
で
あ
り
、
３
３
６
―

Ａ
地
区
に
と
っ
て
も
未
来
に
つ
な
が
る
出
来
事
で

し
た
。

　

記
念
例
会
の
祝
宴
で
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
ク
ラ
ブ
の
歴
史
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
語

り
合
い
、
会
員
同
士
の
絆
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

北
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
今
後
も
「
Ｗ
ｅ�

S
e
r
v
e
（
わ
れ
わ
れ
は
奉
仕
す
る
）」
の
精

神
の
も
と
、
地
域
社
会
の
発
展
と
福
祉
の
向
上
に

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

35th

感謝状贈呈

贈呈式（北島町） 記念例会

周年記念式典・認証状伝達式を盛大に開催
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チャーターメンバーへラペルピン授与の様子

ライオンズクラブの歌を斉唱する様子

チャーターメンバー集合写真

認証状入場行進の様子

祝宴開催挨拶の様子

(アトラクション)
阿波踊り有名連の様子

(アトラクション)
参加者全員で乱舞する阿波踊りの様子

チャーターメンバーより寄贈された『未来丸』と
3クラブより寄贈されたクラブ用品

認証状伝達式を盛大に開催
　2025年3月23日（日）、ホテルクレメント徳島において、徳島みらい
ライオンズクラブの認証状伝達式（チャーターナイト）が盛大に開催され
ました。
　本クラブは、地域社会に根ざした奉仕活動を通じて、明るく持続可能な
未来を育むことを理念に掲げ、今年度よりライオンズクラブ国際協会
336-A地区の一員として正式に認証されました。
　式典当日は、石井淑雄地区ガバナーをはじめ、スポンサークラブである
北島ライオンズクラブの皆様、全国各地から多くのご来賓・クラブメン
バーのご出席を賜り、総勢255名・64クラブの皆様にご参加いただき、厳
かな中にも和やかな雰囲気で執り行われました。

　認証状の伝達に続き、チャーターメンバーへのラペルピン
授与が行われ、チャーターメンバー37名（平均年齢40歳）の
若き力が紹介されました。
　続く会長スピーチでは、一宮昭夫会長より、クラブ設立への
感謝とともに、未来へのビジョンを示す力強いメッセージが発
信されました。

徳島みらいライオンズクラブ 

～咲かせよう！輝くみらいに We Serve～

クラブスローガン
『咲かせよう！ 輝くみらいに We Serve』のもと、
今後ますます地域に根差した奉仕活動を積極的に展開していく決意が語られ、
参加者一同がその思いを共有しました。
式典後の祝宴では、和やかな歓談の中でクラブの新たな門出を祝福し、
各クラブとの交流・親睦が深まるひとときとなりました。

MD336会則および・
運営マニュアル編集副委員長

地区GAT新クラブチームメンバー
９R-１ZC 徳島みらいLC会長

一宮　昭夫
（徳島みらい）

認証状伝達式を盛大に開催
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336-A地区会員現況

松山ホスト
松山東
砥部
松山つばき
松山城山
Z小計
松山道後
伊予
松山西
松前
松山北
松山湯築
松山城東
Z小計
松山中央
松山南
松山金亀
松山白鷺
松山センチュリー
Z小計
R合計  
新居浜
新居浜中央
新居浜別子
新居浜ひうち
Z小計
今治
今治中央
今治東
今治くるしま
Z小計
伊予三島
川之江
伊予土居
四国中央法皇
川之江中央
Z小計
西条
東予
伊予小松
西条石鎚
Z小計
R合計
大洲
宇和
内子
野村
Z小計
八幡浜
三瓶
伊方
八幡浜みなと
Z小計
宇和島
伊予吉田
南宇和
鬼北
Z小計
R合計  

31
53
46
60
48

238
58
48
60
20
25
44
23

278
106
43
58
67
37

311
827
53
12
33
50

148
68
48
38
37

191
41
34
45
33
18

171
68
51
13
40

172
682
44
40
40
14

138
40
13
32
32

117
42
17
29
31

119
374

30
57
48
52
54

241
56
50
62
21
26
44
23

282
109
43
55
69
36

312
835
57
12
35
57

161
64
48
38
35

185
39
36
50
33
18

176
67
47
13
41

168
690
41
42
39
14

136
39
13
34
35

121
42
17
32
29

120
377

-1
4
2
-8
6
3
-2
2
2
1
1
0
0
4
3
0
-3
2
-1
1
8
4
0
2
7

13
-4
0
0
-2
-6
-2
2
5
0
0
5
-1
-4
0
1
-4
8
-3
2
-1
0
2
-1
0
2
3
4
0
0
3
-2
1
3

R Z

1

1

2

3

1

2

3

1

2

3

4

2

3

クラブ名 期首 4月末 増減
0
0

11
38
0

49
0
0

13
0
6
3
0

22
0
0
5
0
4
9

80
2
0
2
0
4
6
0
2
1
9
1

13
13
2
0

29
23
12
0

10
45
87
0

10
16
0

26
0
0
0
0
0
1
0
4
6

11
36

家族会員

期　間：2024年7月度～2025年4月度

31
44
24
45
19
22

185
57
46
23
22
30

178
33
29
82
25

169
25
35
29
61
21
25

196
728
92
37

133
21
57
33
29
0

402
39
40
57
38
43
15

232
634
89
56
41
33
53

272
23
48
24
16
19

130
44
36
15
20

115
517

26
49
23
45
18
22

183
50
61
20
22
31

184
32
29
63
25

149
24
34
17
57
19
24

175
691
86
33

120
22
53
38
29
21

402
46
38
55
40
43
17

239
641
83
56
42
35
44

260
24
46
24
16
18

128
49
32
15
20

116
504

-5
5
-1
0
-1
0
-2
-7

15
-3
0
1
6
-1
0

-19
0

-20
-1
-1

-12
-4
-2
-1

-21
-37

-6
-4

-13
1
-4
5
0

21
0
7
-2
-2
2
0
2
7
7
-6
0
1
2
-9

-12
1
-2
0
0
-1
-2
5
-4
0
0
1

-13

4

1

2

5

6

1

2

1

2

3

3

4

0
9
0
5
7
5

26
10
11
0
8
7

36
9
0

17
7

33
8
1
1

14
0
5

29
124

0
4

63
6

18
9
0
0

100
0
3

19
0

22
0

44
144
19
14
10
13
11
67
0
0
5
3
0
8
0
0
0
3
3

78

R Z クラブ名 期首 4月末 増減 家族会員
高松
小豆島
小豆島東
高松葵
高松南
高松フェニックス
Z小計
高松東
高松西
直島
八栗
高松源平
Z小計
東かがわ
長尾
志度
三木さぬき
Z小計
高松玉藻
高松栗林
高松屋島
高松紫雲
高松空港
高松北
Z小計
R合計
丸亀
坂出
坂出白峰
綾歌郡
丸亀京極
うたづ
坂出シニア
坂出中央みらい
Z小計
観音寺
善通寺
多度津
三豊
こんぴら
観音寺中央
Z小計 
R合計
高知
高知柏
高知東
高知北
高知桜
Z小計
須崎
土佐
伊野
佐川越知
中土佐
Z小計
四万十
土佐清水
宿毛
大方
Z小計 
R合計 

高知鷹城
室戸
南国
土佐香南
高知鏡川
Z小計
高知黒潮
土佐山田
土佐本山
高知南
高知よさこい
Z小計
高知桂
高知中央
高知安芸
高知りょうま
Z小計
R合計
小松島
阿南
徳島南
阿波勝浦
徳島マリンピア
徳島すだち
Z小計
徳島中央
石井
徳島城山
上板
徳島吉野川
土成
徳島やまもも
Z小計  
R合計
徳島眉山
鳴門
藍住
板野
鳴門西
北島
徳島みらい
Z小計
阿波池田
脇
鴨島
阿波
神山
徳島藍
Z小計  
R合計  

46
21
22
31
28

148
55
9

26
32
42

164
35
53
29
58

175
487
27
50
14
18
30
59

198
12
16
37
31
24
30
28

178
376
23
36
27
27
19
37
0

169
24
32
28
22
8

25
139
308

42
22
22
29
33

148
52
9

20
31
44

156
34
50
29
58

171
475
27
49
15
19
32
64

206
13
18
38
29
24
31
24

177
383
24
36
26
24
21
31
36

198
25
35
31
22
10
25

148
346

-4
1
0
-2
5
0
-3
0
-6
-1
2
-8
-1
-3
0
0
-4

-12
0
-1
1
1
2
5
8
1
2
1
-2
0
1
-4
-1
7
1
0
-1
-3
2
-6

36
29
1
3
3
0
2
0
9

38

7

1

2

8

9

1

2

1

2

3

9
4
0
7
2

22
0
1
3
0

11
15
2

14
1

18
35
72
12
15
4
1
0
0

32
0
4

12
0
0
0
3

19
51
0
0
0
0
0
1
0
1
0
2
7
5
0
3

17
18

＊2025年4月末時点でのServannAでの月別
会員数となります。
　ServannAと国際協会のMyLCIとは切断
されているため情報の反映に時差が生じて
います。

　家族会員数は再掲です。

R Z クラブ名 期首 4月末 増減 家族会員

地区合計 4,945 4,977 68032

336-A地区会員現況
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謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

物
故
会
員

編
集
後
記

①氏名・享年　　②LC名　　③没年月日（2025年6月5日まで）

①戸梶　直美（62歳）
②1R-3Z 松山中央
③2025年2月18日

①片山　美賴（102歳）
②5R-1Z 丸亀京極
③2025年2月22日

①山下　修（78歳）
②7R-2Z 土佐本山
③2025年2月23日

①深田　潤（76歳）
②7R-3Z 高知桂
③2024年9月14日

①眞邊　慶一（77歳）
②7R-1Z 土佐香南
③2025年3月9日

①矢野　利平（77歳）
②7R-2Z 高知黒潮
③2025年3月20日

①志内　政明（78歳）
②9R-1Z 北島
③2025年4月9日

①上野　功（70歳）
②9R-1Z 板野
③2025年2月28日

①河野　通昭（91歳）
②2R-2Z 今治
③2025年5月3日

①中　正隆（81歳）
②1R-3Z 松山白鷺
③2025年5月17日

①石川　稔（69歳）
②2R-1Z 新居浜
③2025年5月20日

①中澤　康夫（77歳）
②7R-1Z 南国
③2025年4月26日

①岡尾　博文（71歳）
②7R-2Z 高知南
③2025年5月25日

①中村　浩治（62歳）
②2R-2Z 今治
③2025年5月31日

①村上　省三（79歳）
②2R-4Z 東予
③2025年5月23日

　
い
よ
い
よ
今
年
度
の
地
区
誌
も
本
号
が
最

終
号
と
な
り
ま
し
た
。
当
委
員
会
委
員
さ
ん

を
始
め
、
各
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
様
、
各
リ

ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
様
並
び
に
各
ゾ
ー

ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
様
の
ご
協
力
を
得
て
、

掲
載
原
稿
の
ほ
う
も
毎
号
ス
ム
ー
ズ
に
集
ま

り
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し

ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
感
覚

的
に
は
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
と
い
う
風
に

感
じ
て
い
ま
す
。
以
前
に
関
わ
ら
せ
て
頂
い

た
折
は
、
委
員
会
名
も
P
R
・
情
報
・
大
会
参

加
委
員
会
と
い
う
名
前
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

委
員
会
の
名
称
こ
そ
今
は
違
え
ど
行
っ
て
い

く
こ
と
は
一
緒
、
国
際
会
長
そ
し
て
地
区
ガ

バ
ナ
ー
の
今
期
の
方
針
に
則
り
地
区
誌
を
使

い
地
区
内
の
全
ク
ラ
ブ
、
会
員
全
体
に
隅
々

ま
で
広
く
知
ら
し
め
る
。
こ
れ
を
常
に
念
頭

に
置
き
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
期
に
3
3
6-

A
地

区
内
全
ク
ラ
ブ
の
益
々

の
御
発
展
と
、
所
属
さ

れ
る
会
員
皆
様
の
御
健

勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
一
年
間
の
御
礼
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
当
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　

M
・
地
区
誌
・

　
　
　
　D
i
g
i
t
a
l
委
員
会

宮
本

　俊
一

①加藤　誠也（90歳）
②2R-4Z 西条
③2025年6月5日

物故会員・編集後記
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